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電源系統

フユーズ整備上の注意

注意

●フューズが溶断した場合は、原因をJ

不具合箇所を修正した後、必ず指

フユーズと交換する。不具合を修正l

フユーズが再び溶断する恐れがある。

壷〆⑥合は、原因をよく調ぺて

た後、必ず指定容量の

不具合を修正しないと、

メイン・フユーズ取外し／取付け
1.バッテリ（一）ケーブルを切離す。

2.図に示す手順で取外す。

3.取外しと逆の手順で取付ける。

釦＞

イグニッション・スイッチ取外し／取付け
1.バッテリ（一）ケーブルを切離す。

2.コラム・カバーを取外す。（参照：セクションS，
インストルメント・パネルアンドコンソール、
コラム・カバー取外し／取付け）

3.図に示す手順で取外す。

4.取外しと逆の手順で取付ける。

T－2

L

1 ナット

2 ボルト

3 メイン・フューズ
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電源系統

キーレス・スイッチ。
．

誠ご季副】

zL=n='T

3.サーキット・テスタを使用して、導通状態が下表

のようになることを確認する。

○一○：導通あり

イグニッション・スイッチ点検
1.イグニッション・スイッチを取外す。（参照：イグ

ニッション・スイッチ取外し／取付け）

2.サーキット・テスタを使用して､導通状態が下表

のようになることを確認する。

○一○：導通あり

画

4.表に示す通りに導通が確認できない場合は、

キー・シリンダを交換する。（参照：セクション

N、マニュアル・ステアリング、エネルギ・アブ

ソーバ・シャフト分解／組付け、分解時の留意

点）（セクションN、マニュアル・ステアリン

グ、エネルギ・アブソーバ・シャフト分解／組付

け、取付け時の留意点）

シガー・ライタ取外し／取付け
1.バッテリ（一）ケーブルを切離す。

2.図に示す手順で取外す。

3.取外しと逆の手順で取付ける。

3.表に示す通りに導通が確認できない場合は、イグ

ニッション・スイッチを交換する。

キーレス・スイッチ点検
1.コラム・カバ苧を取外す。（参照：セクションS、

インストルメント・パネルアンドコンソール、

コラム・カバー取外し／取付け）

2.キーレス・スイッチ・コネクタを切離す。

T－3

1 スクリユ

2 コネクタ

3 カバー

4 イグニッション・スイッチ
測定条件

端子

A B

キーをキー・シリン

ダに差したとき
○一一一一 ↓

《

キーをキー・シリン

ダから抜いたとき

スイッチ

ポジション

端子

A B C ， E F

LOCK

ACC ○一 一○

ON
○一

○一-0-
一○

一○

START ○一一○ ○一- O
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電源系統

禦信 ／

戸二
1 ツヵー・ライタ・プラグ

2 ソケット

壷取外し時の留意点

3 コネクタ

ソケット取外し時の留意点

●ソケットを人差し指と親指でしっかりつまみ、ひ
ねりながら手前に引き出す。

シガー。ライタ点検
1.イグニッション・スイッチをACcの位置にす

る。

2.シガー・ライタ・プラグをソケットに押し込み、
10～20秒後に元の状態に復帰することを確認す
る。

3.シガー・ライタが正常に作動しない場合は、ソ
ケットを取外す。（参照：シガー・ライタ取外し／
取付け）

4.ソケットを正面（図の矢印方向）から見たとき
の、バイメタル部の曲がり具合を確認する。

バイメタル部

EニレIにE竺陛

5･バイメタル部の側面（図の斜線部）が見える場合
は、ソケットを交換する。

T－4

バイメタル部の曲がり具合

バイメタル部の側面（外側）
が見える

正常

○○ ・
バイメタル部の側面（内側）が見え
る（バイメタル部が広がっている）

6．ソケット裏側の温度フューズが溶断していないか
確認する。

温度フューズ

7．温度フューズが溶断している場合は、ソケットを
交換する。

8．ソケットのバイメタル部および温度フユーズが正
常な場合は、シガー・ライタの関連ハーネスを点
検する。

9．シガー・ライタの関連ハーネスが正常な場合は、
シガー・ライタ・プラグを交換する。
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エクステリア・ライティング・システム

エクステリア・ライティング・システ
ム

フロント・コンビネーション・ライト取外し

／取付け
1.バッテリ（－）ケーブルを切離す。

2.フロント・バンパを取外す。（参照：セクション

S、バンパ、フロント・バンパ取外し／取付け）

3.図に示す手順で取外す。

4.取外しと逆の手順で取付ける。

5.ヘッド・ライトのエーミングを調整する。（参照：

ヘッド・ライトエーミング調整）

杼 君

1 コネクタ

2 ボルト

3 フロント・コンビネーション・ライト

ヘッド・ライトエーミング調整

参考

・ヘッド・ライトのエーミングは、基本的に

ロー・ビームで調整する。ただし、ハイ・ビー

ム調整用テスタしかない場合は、ハイ・ビーム

で調整してもよい。

ロー･ビームによるエーミング調整

1.タイヤの空気圧を標準値にする。

2.車両を空車状態にして、水平な場所に置く。

3.運転席に1人乗車する。

4.車両とヘッド・ライト・テスタを正対させ、テス

タとヘッド・ライトの距離をSmにセットする。

ヘッド・ライト・テスタ

上

T

5.調整しない方のヘッド・ライト・コネクタを切離

す。

6.ヘッド・ライトをロー・ビームで点灯させる。

注意

・調整用スクリユの緩みによりエーミングが狂う

恐れがあるため、スクリユは必ず締め込み方向

で回し終える。

7.エーミング調整用スクリュを回して、

れのヘッド・ライトの明暗境界線を、

置に調整する。

上下方向調整用スクリユ

左右それぞ

図に示す位

一

／三

⑥

左右方向調整用スクリユ

左右共通

ハイ・ビームによるエーミング調整

1.タイヤの空気圧を標準値にする。

2.車両を空車状態にして、水平な場所に置く。

3.運転席に1人乗車する。

4．車両とヘッド・ライト・テスタを正対させ、ラ

タとヘッド・ライトの距離を3mにセットする。

を正対させ、テス

mにセットする。

－5

回



エクステリア・ライティング・システム

左側

典

右側

5．調整しない方のへツド・ライト・コネクタを切離
す。

6.ヘッド・ライトをハイ・ビームで点灯させる。

卜中心点

注意

●調整用スクリユの緩みによりエーミングが狂う
恐れがあるため、スクリユは必ず締め込み方向
で回し終える。

ホッ

7．エーミング調整用スクリュを回して、 ヘッド・ライトバルブ交換
1．バッテリ（一）ケーブルを切離す。

,て、左右それぞ

ゾーン（ハイ・

図に示す位置に

れのヘッド・ライトのホット・

ビームの明るい部分）の中心を、
調整する。 注意

●ハロゲン・ライト・パルプは、点灯時高温にな
るため、パルプの表面に油脂などが付着すると
寿命が短くなる。パルプを取扱うときはフラン
ジ部を持ち、手などがガラス面に触れないよう
にする。

上下方向調整用スク．リュ

2．図に示す手順で取外す:。
3．取外しと逆の手順で取付ける。

一
一

之

｡

左右方向調整用スクリュ

ポジション・ライトバルプ交換
1．バッテリ（一）ケーブルを切離す。
2.図に示す手順で取外す。

3.取外しと逆の手順で取付ける。

T－ 6

1 コネクタ

2 カハー

3 バルブ



エクステリア・ライティング・システム

リヤ・コンビネーション・ライト取外し／取
付け

1.バッテリ（－）ケーブルを切離す。

2．トランク・エンド・トリムを取外す。（参照：セク

ションS、トリム、トランク・エンド・トリム取

外し／取付け）

3.図に示す手順で取外す。

4.取外しと逆の手順で取付ける。貴-①
『
罰

フロント・ターン・ライトバルブ交換
1.バッテリ（－）ケーブルを切離す。

2.図に示す手順で取外す。

3.取外しと逆の手順で取付ける。 "

②
①

回ハイ・マウント・ストップ・ライト取外し／
取付け

1.バッテリ（－）ケーブルを切離す。

2.図に示す手順で取外す。

3.取外しと逆の手順で取付ける。

フロント・サイド・ターン・ライト取外し／
取付け

1.バッテリ（－）ケーブルを切離す。

2.図に示す手順で取外す。

3.取外しと逆の手順で取付ける。

8
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T－ア

一一

／一＝

1 ソケット

2 バルブ

1 コネクタ

2 スクリュ

3 ナット

4 リヤ・コンビネーション・ライト

5 ソケット

6 バルブ（ストップ／テール・ライト）
7 バルブ（リヤ・ターン・ライト）

8 バルブ(バック・アップ・ライト）
1 ソケット

2 バルブ

1 コネクタ

2 ナット

3 ハイ・マウント・ストップ・ライト

・取外し時の留意点

1 フロント・サイド・ターン・ライト

2 コネクタ

3 ソケット

4 バルブ



エクステリア・ライティング・システム
／

ハイ・マウント・ストップ.ライト取外し時の留
意点

1．保護テープを巻いた（－）ドライバを、ハイ・マ
ウント・ストップ・ライト裏側のサービス・ホー
ルに差し込む。

②
③

黙簿
蕊

2．矢印方向に（－）ドライバを押し当てて爪を外
し、ハイ・マウント・ストップ・ライトを手前に
引き出す。

レンズ取外し時の留意点

・矢印マークの方向にスライドさせて、レンズを取
外す。

ハイ・マウント・ストップ・ライトバルプ
交換

1.バッテリ（一）ケーブルを切離す。
2.図に示す手順で取外す。

a取外しと逆の手順で取付ける。

コンビネーション・スイッチ取外し／取付け
Lバッテリ（一）ケーブルを切離す。

2.運転席側エア・バッグ･モジュールを取外す。（参
照:SRSエア・バッグ・システム、運転席側エ
ア・バッグ・モジュール取外し／取付け）

3.ステアリング・ホイールを取外す。（参照：セク

ションN、エンジン回転数感応型パワー・ステア
リング、ステアリング・ホイールアンドコラ
ム取外し／取付け）

4.コラム・カバーを取外す。（参照：セクションS、
インストルメント・パネルアンドコンソー
ル、コラム・カバー取外し／取付け）

5.クロック・スプリングを取外す。（参照:SRSz

ア・バッグ・システム、クロック・スプリング取
外し／取付け）

6.図に示す手順で取外す。

7.取外しと逆の手順で取付ける。

箆礎

ライセンス･ライト取外し／取付け
1.バッテリ（－）ケーブルを切離す。

2.図に示す手順で取外す。

3.取外しと逆の手順で取付ける。

T-B

1 レ ンス．

●取外し時の留意点
2 コネクタ

3 ソケット

4 バルブ

1 ソケット

2 バルブ



エクステリア・ライティング・システム

コンビネーション・スイッチ点検
へツド・ライト・スイッチ

1.コンビネーション・スイッチを取外す。（参照：コ

ンビネーション・スイッチ取外し／取付け）

2.サーキット・テスタを使用して、導通状態が下表

のようになることを確認する。

○一○：導通あり

コンビネーション・スイッチ分解／組付け
1.図に示す手順で分解する。

2.分解と逆の手順で組付ける。妻

勿一④

図

,脹尋先例凸必
66

凝り岬ド･剥卜舅
I

ワイパ・ユニット組付け時の留意点

・下表に従って、ワイパ・ユニットの端子をライ

ト・レバーのコネクタへ差し込む。

3.表に示す通りに導通が確認でき

卜・レバーを交換する。

ない場合は、ライ

T－g

差し込む端子の線色

接続先

(ライト・レバーの

コネクタの端子）

B B

L/0 R

L T

L/R X

L/W AB

L/Y AF

1 コネクタ

2 スクリュ

3 コンビネーション・スイッチ

スイッチ・ポジション 端子

ライト ディマ ﾉf州 B E F 』 N AJ

OFF q■■■■

柵

側 ○一 一○一 -○

TNS ■I■■■

砿 F

側

○－

○一
へ

耳 -0

一○

一○

ヘッド．

ライト

ロ－

ハイ

砿F

ON

－

○一

○一

○一

一○一

-ひ

-9

一ひ

－0

-○一‐

一○一

一○

一○

‐○

1 キャンセル・カム

2 スプリング

3 ライト・レバー

4 ワイパ・ユニット

壷組付け時の留意点

5 ワイパ・レバー

アタ クアアコ

米 米 米 米 米 米 米 E 米

Ｆ
ｊ
■
｜
ロ
ゴ
■
Ｐ
“
Ｄ
Ｐ
型

米 米 V R N 』 F

］
一

AE 米 米 米 米 米 米

B

米

ｊ
ｊ
ｊ
ｆ

り
り
〃

Aj AF AB X T P L H 米

Ｐ
“
Ｐ
４
Ｐ
．

＝＝一一＝



エクステリア･ライティング・システム

ターン・スイッチ

1.コンビネーション・スイッチを取外す。（参照：コ

ンビネーション・スイッチ取外し／取付け）

2．サーキット・テスタを使用して、導通状態が下表
のようになることを確認する。

○一○：導通あり

OFF

語
ワンタッチ

ウオツシャ_。&、PFF
IIl？？INT

吸而色
R

左ﾀー ﾝ
0

右ﾀー･ン
。 )la

3．表に示す通りに導通が確認できない場合は、ワイ
パ・ユニットまたはワイパ・レバーを交換する。

③－－①

3.表に示す通りに導通が確認できない場合は、ライ
ト・レバーを交換する。

ハザード・スイッチ取外し／取付け
1.バッテリ（一）ケーブルを切離す。

2.オーディオ・ユニットまたはLCDユニットを取
外す。（参照：オーディオ／カー・ナビゲーショ

ン・システム、オーディオ・ユニット取外し）
（参照：オーディオ／カー・ナビゲーション・シ

ステム、オーディオ・ユニット取付け）（参照：
オーディオ／カー・ナビケーション・システム、，
LCDユニット取外し)(参照：オーディオ／
カー・ナビゲーション・システム、LCDユニッ
ト取付け）

3.図に示す手順で取外す。

4.取外しと逆の手順で取付ける。

フロント・ワイパアンドウオッシャ・スイッ
チ

1．コンビネーション・スイッチを取外す。（参照：コ
ンビネーション・スイッチ取外し／取付け）

2．サーキット・テスタを使用して、導通状態が下表
のようになることを確認する。

○一O:導通あり

'1⑱

栫肇

…
Ｉ

T -10

スイッチ・ポジション
端子

H L P

右ターン ○一一一○
O F F

左ターン ○一一 一一○ タクク クジコ

米

Ｐ
Ｊ
■
Ｆ
“
ｐ
Ｆ
ゴ
ワ
Ｐ
型

米 米 V R N 』 F

●■
一
一

AE 米 米 米 米 米 米

B

一

．※

Ｐ
且
■
Ｐ
“
画
■
Ｐ
国
■
ｒ
・
■
Ｐ

円

０
Ｊ
＃

AJ AF AB X T P L H 米

ｐ
Ｊ
ｊ

クグダー

米 米 米 米 ＊ 米 米 IE

米 ．* V R N 』 HF
一
一

－－

AE 米 米 米 米 米 H米

AJ AF AB X T P L IH

スイッチ・ポジション
端子

R T X AB AF

ワイパ。

スイッチ

ﾜﾝﾀｯﾁ・
●

スイッチ

OFF

ON

I NT

I

Ⅱ

○一

○一

○一-O

○一

一○

○一

一○

一○

一○

州
・
柵

ON ○一一○

1 ハサード・スイッチ

函取外し時の留意点
2 コネクタ



エクステリア・ライティング・システム

ハザード・スイッチ取外し時の留意点

1.センタ・パネルの開口部から手を入れ、ハザー

ド・スイッチの爪を外す。

2.手前に押し出し、ハザード・スイッチを取外す。

M15M-D型トランスミッション

ハザード・スイッチ点検
1.ハザード・スイッチを取外す。（参照：ハザード・

スイッチ取外し／取付け）

2.サーキット・テスタを使用して、導通状態が下表

のようになることを確認する。

○一○：導通ありO⑦一○：バルブ

25

{2

･m{kgf。m)

Y16M-D型トランスミッション

熱 碍
一
灯

35～“

{3.5～4.5｝

N･m{kgf･m}

バック・アップ・ライト・スイッチ点検
1.バック‘アップ・ライト・スイッチ・コネクタを

切離す。

2.サーキット・テスタを使用して、導通状態が下表

のようになることを確認する。

○一○：導通あり

3.表に示す通りに導通が確認できない場合は、ハ

ザード・スイッチを交換する。

バック・アップ・ライト・スイッチ取外し／
取付け
1.バッテリ（－）ケーブルを切離す。

2.図に示す手順で取外す。

3.取外しと逆の手順で取付ける。

3.表に示す通りに導通が確認できない場合は、バッ

ク・アップ・ライト・スイッチを交換する。

ヘッド・ライト・リレー取外し／取付け
1.バッテリ（－）ケーブルを切離す。

2.図に示す手順で取外す。

3.取外しと逆の手順で取付ける。

T－11

脳］や

スイッチ

ポジション

端子

H 』 L A C I K B ，

O F F 0 一○ ○一《，一○
ON 0 一○ 0 -0-0一○ ○⑨一○

1 コネクタ

2 バック・アップ・ライト・スイッチ

K

L

I

』

国 × ■■

H 米

C

，

A

B

シフト・レバー。

ポジション

端子

A B

リバース ○一一一一一一○

その他



ｴｸｽﾃﾘｱ･ﾗｲﾃｨﾝグ･ｼｽﾃﾑ

=薑>鯛

1 アツト

2 メイン・フユーズ・ブロック

3 ナット

4 ホノレト

5 ブラケット

6 リレー・ホツクス・カバー

7 コ ネクタ

8 ヘッド・ライト・リレー

ヘッド・ライト・リレー点検
1．ヘッド・ライト・リレーを取外す。

2．サーキット・テスタを使用して、導通状態が下表
のようになることを確認する。

(_)-O:道涌2

ステップ
端子

A B C ，

1 ○一一一一○
2 V B アース ○-一一一○

C A

P
C

胆
， B

3．表に示す通りに導通が確認できない場合は、ヘッ
ド・ライト・リレーを交換する。

TNSリレー取外し／取付け
1.バッテリ（－）ケーブルを切離す。
2.図に示す手順で取外す。

3.取外しと逆の手順で取付ける。

綴る

=薑>』
③⑦

1 ブーツI，

2 メイン・フユーズ・ブロック

3 ナット

4 ホルト

5 フフケツト

6 リレー・ホツクス・カバー

7 ．不クタ

8 1.Nごリレー

TNSリレー点検
1.TNSリレーを取外す。

2.サーキット・テスタを使用して、導通状態が下表
のようになることを確認する。

ステップ
端子

A B C ，

1 ○-一-－○
2 V B アース ○一一-－○

C A

』

C

匠
， B

T-12



エクステリア・ライティング・システム

3.表に示す通りに導通が確認できない場合は、TN

Sリレーを交換する。

4.フラッシャ・ユニット・コネクタを切離す。

5.フラッシャ・ユニットの上端のロック部を（－）

ドライバで軽くこじてブラケットから取外す。

フラツシヤ・ユニット取外し／取付け

参考

・ユニットのロック部が破損しやすい構造のた

め、交換の必要がある場合以外は、ブラケット

からフラッシャ・ユニットを取外さない。取外

す前に必ずフラツシヤ・ユニット点検を行う。

ヤ。

篭
1.バッテリ（－）ケーブルを切離す。

2.ロア・パネルを取外す。

3.ブラケットを取外す。

ネクタ

6.取外しと逆の手順で取付ける。

フラッシャ・ユニット点検
1.ブラケットを取外し、手前に引き出す。（参照：フラッシャ・ユニット取外し／取付け）

2.サーキット・テスタを使用して、測定条件時における各端子の電圧値を測定する。

3．B端子の導通点検を行う場合は、コネクタを切離してから行う。

4．測定端子電圧値が端子電圧一覧表の電圧値と異なる場合は､「異常時の点検箇所」および関連ハーネスを点検す

る。

5．「異常時の点検箇所」および関連ハーネスが正常であるにもかかわらずシステムが正常に作動しない場合は、

フラッシャ・ユニットを交換する。

端子電圧一覧表（参考値）

VB:バッテリ電圧

T-13

。

A

C

端子 信号名 接続先 測定条件
電圧値(V)

／導通状態
異常時の点検箇所

A
フラツシヤ

ユニッ ﾄ出力

ハザード．

スイッチ

ハザード・スイッチON

ハザード。

スイッチOFF

イグニッション・スイッ

チがONの位置

イグニッション・スイッ

チがLOCKまたはAC

Cの位置

0← V B

V B

0

・ハザード・スイッ

●

チ

ターン・ライト

B GN D 一
ス

ー
テ
ー

ボ
ア 常時：アースとの導通点検 導通あり GND

C 電源
･ハザード

スイッチ

ハザード・スイッチON

ハザード・スイッ

チOFF

イグニッション・スイッ

チがONの位置

イグニッション・スイッ

チがLOCKまたはAC

Cの位置

V B

V B

0

● H A Z ARD15

Aフューズ

●TURN10A

フューズ

・ハザード・スイッ

チ



|へ、
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インテリア・ライティング・システム

ルーム・ライト取外し／取付け
1.バッテリ（－）ケーブルを切離す。
2.図に示す手順で取外す。

3.取外しと逆の手順で取付ける。

1

2

3

4

5

レンズ

穿

疹
側

<今

営幻ムー⑥

、

露取外し時の留意点

バルブ

スクリュ

ハウジング

コネクタ

レンズ取外し時の留意点

1.保護テープを巻いた（－）ドライバを、レンズと

ハウジングの間に差し込む。

2．（－）ドライバをこじて、レンズを取外す。

ルーム・ライト点検

1.ルーム・ライトを取外す。（参照：ルーム・ライト

取外し／取付け）

2.サーキット・テスタを使用して、導通状態が下表

のようになることを確認する。

○一⑥一○：バルブ

スイッチ 端子

ポジション A B ボデー・アース

ON ○－6》一一○
D O O R ○一判》－-○
OFF

T一

OFEノ
DOOR1 r〃

ー

匡国

3.表に示す通りに導通が確認できない場合は、ルー

ム・ライトを交換する。

ドア・スイッチ取外し／取付け
1.バッテリ（－）ケーブルを切離す。

2.図に示す手順で取外す。

3.取外しと逆の手順で取付ける。

〃

。

1 スクリュ

2 ドア・スイッチ

3 コネクタ

ドア・スイッチ点検
1．ドア・スイッチを取外す。

2.サーキット・テスタを使用して、導通状態が下表

のようになることを確認する。

○一○：導通あり

測定条件
端子

A ボデー・アース

ドア・スイッチを

押したとき

ドア・スイッチを

押していないとき
○一一一一一一一○

14
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インテリア･ライティング・システム、ワイパアンドウオッシャ

デー 砲

3.表に示す通りに導通が確認できない場合は、ド

ア・スイッチを交換する。

T一

ワイパアンドウオッシャ

フロント・ワイパ・モータ取外し／取付け
1.バッテリ（一）ケーブルを切離す。

2.図に示す手順で取外す。

3.取外しと逆の手順で取付ける。

1

2

3

4

6.87～

{70～1W::m)@

蕊
フロント・ワイパ・リンク

露取外し時の留意点

コネクタ

ボルト

フロント・ワイパ，モータ

蝶

フロント・ワイパ・リンク取外し時の留意点
。（－）ドライバをフロント・ワイパ・モータとの

接続部へ挿入し、矢印の方に押しながらひねる。

フロント

厚

ク

フロント・ワイパ・モータ点検
1.フロント・ワイパ・モータ・コネクタを切離す。

2.フロント・ワイパ・モータの各端子にバッテリ電

圧を接続したとき、フロント・ワイパ・モータの

作動状態が下表のようになることを確認する。

バッテリ電圧を フロント・ワイパ・モータ

接続する端子 の作動

A ハイ・スピード

C ロー・スピード

15



ロイパアンドウオッシャー－一

○一○：導通あり

3.フロント・ワイパ・モータ・コネクタを接続す
る。

4.イグニッション・スイッチをONの位置にする。
5.フロント・ワイパ・スイッチをONにして、フロ

ント・ワイパを作動させる。

6.フロント・ワイパ作動中にイグニッション・ス

イッチをLOCKの位置にして、フロント・ワイ
パをオート・ストップ以外の状態で停止させる。

7.フロント・ワイパ・モータ・コネクタを切離す。
8.サーキット・テスタを使用して、導通状態が下表

のようになることを確認する。

○一○:導通あり

’

■■■■■■

I■■■

15．不具合がある場合は、フロント・ワイパ・モータ
を交換する。

フロント・ワイパ・アームアンドブレード
取外し／取付け
1.図に示す手順で取外す。

2.取外しと逆の手順で取付ける。

3．フロント・ワイパの拭き取り範囲を調整する。(参
照：フロント・ワイパ・アームアンドプレー隙
調整）

②夕二亀』。
１
１

ー－=＝

、

･m{kgf｡m)一
一

9.フロント・ワイパ・モータ・コネクタを接続す
る。

10.イグニッション・スイッチをONの位置にする。
11.フロント・ワイパ・スイッチをONにして、フロ

ント・ワイパを作動させる。

12.フロント・ワイパ作動中にフロント・ワイパ・ス

イッチをOFFにして、フロント・ワイパをオー

ト・ストップの状態で停止させる。

13.フロント・ワイパ・モータ・コネクタを切離す。

14.サーキット・テスタを使用して、導通状態が下表
のようになることを確認する。

フロント・ワイパ・アーム取付け時の留意点
・ワイヤ・ブラシ等を使用して、セレーションかん

合部を清掃してからフロント・ワイパ・アームを
取付ける。

T-16

h

、

L

フロント・ワイパの

停止位置

端子

A B C 緑･ｱー ｽ
オート・ストップの

位置
○-一一一○一一-－○一 － ○

子

C

，

フロント・ワイパの

停止位置

端子

A B C ，
続
開

オート・ストップの

位置以外

○-－

○一
-O-

一○
一○

■■ロ

」
一

C

，

1 キャップ

2 ナット

3 フロント・ワイパ・アーム

壷取外し時の留意点
4 フロント・ワイパ・ブレード

5 ラバー・ブラシ



ワイパアンドウオッシャ

フロント・ワイパ・リンク取外し時の留意点
。（一）ドライバをフロント・ワイパ・モータとの

接続部へ挿入し、矢印の方に押しながらひねる。

セレーション

かん合部

厚
フロント

フロント・ワイパ・アームアンドブレード
調整
1.フロント・ワイパ作動中にフロント・ワイパ・ス

イッチをOFFにして、フロント・ワイパをオー

ト・ストップの状態で停止させる。

2.セレーションかん合部の位置をずらして、フロン

ト・ワイパ・ブレードを図に示す位置に調整す
る。

ク

参I

フロント・ウオツシャ・タンク取外し／取付
け

1.バッテリ（－）ケーブルを切離す。‘

2.図に示す手順で取外す。

3.取外しと逆の手順で取付ける。

ABS

謝瞬種勇
即N･m

kgf。cm)⑬ﾁf③読

軽さ
フロント・ワイパ・リンク取外し／取付け
1.フロント・ワイパ・アームアンドブレードを取

外す。（参照：フロント・ワイパ・アームアンド

プレ一F取外し／取付け）

2.カウル・グリルを取外す。（参照：セクションS、

エクステリア・アタッチメント、カウル・グリル

取外し／取付け）

3.図に示す手順で取外す。

4.取外しと逆の手順で取付ける。

5.フロント・ワイパの拭き取り範囲を調整する。（参

照：フロント・ワイパ・アームアンドプレー膜

調整）

ll

タI

④に頁

倒
影

三
ﾖ〃ｰｮﾋ幻刷･m

l～1，nk回f・F

翼
フロント・ウオッシャ･モータ取外し／取付け
1.バッテリ（－）ケーブルを切離す。

2.フロント・ウオッシヤ・タンクを取外す。

3.図に示す手順で取外す。

篭

T－1了

1 ナット

2 フロント・ワイパ・リンク

露取外し時の留意点

1 コネクタ

2 フロント・ウオッシャ・パイプ

3 ボルト

4 フロント・ウオッシヤ・タンク



ワイパアンドウオッシャ

4.取外しと逆の手順で取付ける。 フロント・ウオツシャ・ノズル取付け
1.フロント・ウオッシャ・パイプをフロント・ウ

オッシヤ・ノズルに接続する。

2.フロント・ウオツシヤ・ノズルを取付け穴に押し

込み、取付ける。

3.フロント・ウオツシヤ・ノズルの噴射範囲を調整

する。（参照：フロント・ウオッシャ・ノズル調

整）

フロント・ウオツシャ・ノズル調整
・フロント・ウオッシヤ・ノズルの噴出口に針また

は先の細い金具を差し込み、ウオッシヤ液の着水

範囲を図に示す位置に調整する。

フロント・ウオツシャ・モータ点検
1.フロント・ウオッシヤ・モータ・コネクタを切離

す。

2.A端子にバッテリ電圧、B端子にアースを接続し

たとき、フロント・ウオッシヤ・モータが正常に

作動することを確認する。

センタ

B

M

モールディング
末端ライン

A

3.不具合がある場合は、フロント・ウオッシヤ

モータを交換する。
、

フロント・ウオツシャ。パイプ取外し／取付
け

1.図に示す手順で取外す。

2.取外しと逆の手順で取付ける。

フロント・ウオツシャ・ノズル取外し
1.フロント・ウオッシャ・パイプをフロント・ウ

オッシャ・ノズルから切離す。

2.爪を外して、フロント・ウオッシヤ・ノズルを取

外す。
付車AB

､哩

フロント・ウォッシャ・ノズル

“
3

、
ノ

ー
「 ＜=＝

Q
、
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Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ

1 フロント・ウオツシャ・モータ

2 グロメット
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警告、表示装置

コンビネーション・メータ取外し／取付け
1.バッテリ（－）ケーブルを切離す。

2．メータ・フードを取外す。（参照：セクションS，

インストルメント・パネルアンドコンソー

ル、メータ・フード取外し／取付け）

3.図に示す手順で取外す。

4.取外しと逆の手順で取付ける。

識⑮

零司》

コンビネーション・メータ分解／組付け
1.図に示す手順で分解する。

2.分解と逆の手順で組付ける。

灘，

T-19

1 クリップ

2 ジョイント・パイプ

3 フロント・ウオッシャ・パイプ

1 スクリュ

2 コネクタ
■
■

3 コンビネーション・メータ

1 レンズ

2 メータ・ハウジング

3 スクリュ

4 パルプ

5 プリント・プレート

6 タコ・メータ

7 スピード・メータ

8 フューエル・ゲージ

9 水温ゲージ

10 オイル・プレッシャ・ゲージ

11 オド／トリップ・メータ

12 ワーニング・プレート

13 ケース



警告、表示装置

コンビネーション・メータ点検
スピード・メータ

1．スピード・メータを取外す。（参照：コンビネー
ション・メータ分解／組付け）

2．サーキット・テスタを使用して、抵抗値が下表の
ようになることを確認する。

測定条件

常時

A

○一一

端子

B

AAA

vvV

○一一

C

一○
AAA

ロUV

(_)MO:荘

，

R1

-･OR2

Rl:136～184QR2:136～184Q

，

C

3･表に示す通りに抵抗値が確認できない場合は、ス
ピー隙・メータを交換する。

タコ・メータ

1．タコ・メータを取外す。（参照：コンビネーショ
ン・メータ分解／組付け）

2.サーキット，テスタを使用して、抵抗値が下表の
ようになることを確認する。

測定条件

常時

A

○一一

端子

B

AAA

▼▼▼

○一一

C

一○
AAA

■ロロ

O W O :"

，

Rl

-CR2

Rl:136～184QR2:136～184Q

A B

，

C
C ，

3.表に示す通りに抵抗値が確認できない場合は、タ
コ・メータを交換する。

フューェル・ゲージ

1.フューエル・ケージを取外す。（参照：コンビネー
ション・メータ分解／組付け）

2．サーキット・テスタを使用して、抵抗値が下表の
ようになることを確認する。

(_)MO:"

測定条件
端子

A B C

常時
○一V

トー一○R，

R1:110．7～135.3QR2:89．1～108．9Q

A
C

B

3．表に示す通りに抵抗値が確認できない場合は、
フューエル・ゲージを交換する。

水温ゲージ

1.水温ゲージを取外す。（参照：コンビネーション．
メータ分解／組付け）

2．サーキット・テスタを使用して、抵抗値が下表の
ようになることを確認する。

測定条件
A

常時
○一W

端子

B

ルー一○R1
○一一V

OMOg荘

C

トー一○ R2

Rl:85.5～94.5QR2:247.5～302.5Q

A
C

B

3．表に示す通りに抵抗値が確認できない場合は、水
温ゲージを交換する。

T-20
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警告、表示装置

オイル・プレッシャ・ゲージ

1.オイル・プレッシャ・ゲージを取外す｡．(参照：コ

ンビネーション・メータ分解／組付け）

2.サーキット・テスタを使用して、抵抗値が下表の

ようになることを確認する。

○州○：抵抗 要、患
C

3.表に示す通りに抵抗値が確認できない場合は、オ

イル・プレッシャ・ゲージを交換する。Rl:89．1～108.9QR2:139.5～170.5Q

コンビネーション・メータの入出力チェック・モード
・入出力チェック・モードでは、以下のチェック・コードー覧表に示す部品の作動確認ができる。

参 チェック・コード一覧表

）
開始手順

1.全てのドアを閉じる。

2.バッテリ（－）ケーブルを切離し、30秒以上待つ。

3.運転席のドアを開ける。

4.バッテリ（－）ケーブルを接続する。

5．以下の手順を30秒以内に行い、入力チェック・モードに移行する。

（1）イグニッション・スイッチをONの位置にする。

（2）ドア・スイッチを3回押す。

(3)オド／トリップ・メータ・スイッチを3回押す。

オド／トリップ・メータ・スイッチ

T－21

測定条件
端子

A B C

常時
0－Wﾄー ｰー ○Rl

○一一Vトー一○ R2

､チェック．

コード
チェック部品 関連システム

00 インヒビタ・スイッチ(Rレンジ） Rレンジ・ワーニング・アラーム

04 ドア・スイッチ ・ルーム・ライト0

●
●

ライト消し忘れワーニング・アラーム

キー抜き忘れワーニング・アラーム

05 未使用 一

08 TNSリレー ● ライト消し忘れワーニング・アラーム

・各種イルミネーション・ライト

14 ブザー ●
●
●
●

ライト消し忘れワーニング・アラーム

キー抜き忘れワーニング・アラーム

Rレンジ・ワーニング・アラーム

シート・ベルト・・ワーニング・アラーム

31 キーレス・スイッチ キー抜き忘れワーニング・アラーム



警告、表示装置

チェック手順

参考

・雪三澄皇二膳害量嘩し檸示できない｡(表示中のﾁｪｯｸ.ｺードより小さい番号のチエック
コーFを表示させたい場合は、入出力チェック。モード終了させ、再度開始手順から行う｡）

チェック・コード00～14

参考

●オド／トリップ・メータ・スイッチを1秒以上押し続けると、チェック・コードを早送りできる。
・チェック・コード00は、入出力チェック・モードに移行した時点で表示される。

1．オド／トリップ・メータ・スイッチを押し、チェック・コードを選択する。
2．チェック・コー剛ﾘ点検表に従い、部品をチェックする。

チェック・コード31

1.イグニッション・スイッチをLOCKまたはACCの位置にする。
2.オド／トリップ・メータ・スイッチを押し、チェック・コードを選択する。
3.チェック・コード別点検表に従い、部品をチェックする。

終了手順

●イグニッション・スイッチをLOCKの位置にした後、ONの位置に戻す。

参考

･入出力チェック・モードに移行してから45分経過すると、入出力チェック，モードは自動的に終了する。
チェック・コード別点検表

T-22

チェッ 7 ･コード00
｡ーローローググ、ーUソJ1U、レノンJKJUu／【】←F瘡＝

ステップ 点検条件 表示 処置
1 セレクタ・レバーをRレンジに

シフトする。
□、

ロ 夢F

灰のステップに進む。

以卜の鄙姑を点検する。

●インヒビタ。､スイッチ

●METER15Aフユーズーインヒビタ ･スイッチ

～コンビネーション・メータ間のハーネス
2 セレクタ・レバーをRレンジ以●

外にシフトする。
ロ、

ロ 夢’臣

以卜の部品を点検する。

●インヒビタ・スイッチ

●インヒビタ・スイッチ～コンビネーション．メー
◆

タ間のハーネス

コンビネーション・メータへの入力信号は正常。

チェック・コード04･
■グ

ー、Uジグンロ▽／噂rr1壹育

ステップ 点検条件 表示 処 置
1 運転席のドアを開ける。（ドア．

スイッチON)
ロ、

DFF

連砿席のドアを閉じ 、

Q 次のステップに進む。

以卜の鄙餉を点槙する。

●
●

ドア・スイッチ

ドア スイッチ～コンビネーション
ハーネス

･メータ間の
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，

）
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ステップ 点検条件 表示 処置

2 助手席のドアを開ける。（ドア.

スイッチON)

ロ 、

ロ 零F

助手席のドアを閉じ、次のステップに進む。

以下の部品を点検する。

●
●

ドア・スイッチ

ドア・スイッチ～コンビネーション・メータ間の

ハーネス

3 すべてのドアを閉じる。（ドア.

スイッチOFF)
ロ、

ロ 字F

以下の部品を点検する。

●
●

ドア・スイッチ

ドア・スイッチ～コンビネーション・メータ間の

ハーネス

コンビネーション・メータへの入力信号は正常。

チェック・コード08 TNSリレーON/OFF信号

ステップ 点検条件 表示 処置

1 ヘッド・ライト・スイッチをT

NSまたはONの位置にする。

(TNSリレーON)

on

ロ FF

次のステップに進む。

以下の部品を点検する。

●
●

TNSリレー

TAIL15フユーズ～TNSリレー～コンビネー

ション・メータ間のハーネス
●●

2 ヘッド・ライト・スイッチを0

FFの位置にする。(TNSリ

レーOFF)
ロ、

ロ FF

以下の部品を点検する。

●
●

TNSリレー

TNSリレー～コンビネーション・メータ間の

ハーネス

コンビネーション・メータへの入力信号は正常。

チェック・コード14 ブザー作動信号

点検条件 乍ロ力 処置

チェック・コード14を選択後、約2秒経過。 ブザーが吹鳴する。

ブザーが吹鳴しない。

ブザーの作動は正常。

オド／トリップ・メータを交換す

る◎

チェック・コード31 キーレス・スイッチON/OFF信号

ステップ 点検条件 表示 処置

1 キーをキー・シリンダに挿す。 □、

ロ 夢F

次のステップに進む。

以下の部品を点検する。

● キーレス・スイッチ

●ROOM10Aフューズーキーレス・スイッチーコ

ンビネーシヨン・メータ間のハーネス

2 キーをキー・シリンダから抜

く◎

ロ、

口 FF

以下の部品を点検する。

・キーレス・スイッチ

・キーレス・スイッチ～コンビネーション・メータ

間のハーネス

コンビネーション・メータへの入力信号は正常。



警告、表示装置一一

ワーニングアンドインジケータ．､ライトバ
ルブ交換

1．バッテリ（一）ケーブルを切離す。

2．コンビネーション・メータを取外す。（参照：コン
ビネーション・メータ取外し／取付け）

3．ソケットを反時計回りに回して、バルブを取外
す。

3．オイル・プレッシャ・ケージが正常に作動しない
場合は、オイル・プレッシャ・ゲージおよび関連
ハーネスを点検する。

4．オイル・プレッシャ・ケージおよび関連ハーネス
が正常な場合は、オイル･プレッシャを点検す
る°（参照：セクションD、オイル・プレッシャ点
検）

5．オイル・プレッシャが正常な場合は、オイル．プ
レッシャ・スイッチを交換する。

ノ
ー ホーン取外し／取付け

1.バッテリ（－）ケーブルを切離す。
2．アッパ・シール・ボードを取外す。
3.図に示す手順で取外す。

4．取外しと逆の手順で取付ける。
隆

4．取外しと逆の手順で取付ける。

可、に上フューエル・タンク・ゲージ・ユニット点検
1.フューエル・タンク・ゲージ・ユニットを取外
す。（参照：セクションF、燃料装置系統、フユー
エル・ポンプ取外し／取付け）

2.サーキット・テスタを使用して、フユーエル・タ
ンク・ゲージ・ユニットのA、B端子間の抵抗値
が下表のようになることを確認する。

②一忽 －－‐

ホーン・リレー点検．
1.ホーン・リレーを取外す○

2.サーキット・テスタを使用して、導通状態が下表
のようになることを確認する○

○＝○：導通ありVB:バッテリ電圧

19．9

捌
晒

m、

3．表に示す通りに抵抗値が確認できない場合は、
フューエル・タンク・ゲージ・ユニットを交換す
る。

オイル・プレッシャ・スイッチ点検
1.エンジンを始動したとき､オイル・プレッシャ・
ゲージの指針がH方向に動くことを確認する。

2.イグニッション・スイッチをLOCKの位置にし
たとき、オイル・プレッシャ・ゲージの指針がL
を指すことを確認する。

3．表に示す通りに導通が確認できない場合は、ホー
ン・リレーを交換する。
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1 コネクタ

2 ホルト

3 ホ ー ン

フロートの位置 抵抗値(Q)
F 7

1／2 32.5

E 95

ステップ
端子

B ， A C

1 ○一一一一○

2 V B アース ○一－ つ



オーディオ／カー・ナビゲーション・システム

オーディオ／カー・ナビゲーション・
システム

オーディオ・ユニット取外し
1.バッテリ（－）ケーブルを切離す。

注意

・オーディオ・ユニット取付け時、インストルメ

ント・パネルにハーネスおよびアンテナ・

フイーダがかみ込まないように注意する。ハー

ネスおよびアンテナ・フィーダがかみ込むと不
具合の原因になる。

●スイッチ部を押してオーディオ・ユニットを押

し込むと、スイッチ部に無理な力が加わり作動

不良の原因になる。取付け時はオーディオ・ユ

ニットの両端を押し、スイッチ部を押さないよ

うに注意する。

注意

●ホール・カバーを斜めに引っ張ると、爪が折れ

る恐れがある。ホール・カバーは、まつすぐに

引っ張り取外す。

2.保護テープを巻いた（一）ドライバを使用して、

センタ・パネルに傷を付けないようにホール・カ

バーを浮かせ、手前に引っ張り取外す。
3．「カチッ」と音がするまで、オーディオ・ユニッ

トをまっすぐ押し込む6

4.バッテリ（－）ケーブルを接続する。武
縄
側
〃

LCDユニット取外し

1.バッテリ（一）ケーブルを切離す。グラ
注意

●ホール・カバーを斜めに引っ張ると、爪が折れ

る恐れがある。ホール・カバーは、まつすぐに

引っ張り取外す。

3.SST(リムービング・ツール）の爪の部分を内

側に向けて、サービス・ホールに差し込む。

4.SST(リムービング・ツール）を外側に広げた

状態で引っ張り、オーディオ・ユニットを手前に
引き出す。

2.保護テープを巻いた（－）ドライバを使用して、

センタ・パネルに傷を付けないようにホール・カ

バーを浮かせ、手前に引っ張り取外す。

鍬
》

｝

3.SST(リムービング・ツール）の爪の部分を内

側に向けて、サービス・ホールに差し込む。

4.SST(リムービング・ツール）を外側に広げた

状態で引っ張り、LCDユニットを手前に引き出

す。

5.コネクタとアンテナ・ジャックを切離し、オー
ディオ・ユニットを取外す。

オーディオ・ユニット取付け

1，コネクタとアンテナ・ジャックをオーディオ・ユ
ニットに接続する。

2.ホール・カバーをオーディオ・ユニットに取付け
る。

T-25
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065Ⅲ

5.コネクタとアンテナ・ジャックを切離し、LCD

ユニットを取外す。

LCDユニット取付け
1.コネクタとアンテナ・ジャックをLCDユニット

に接続する。

2.ホール・カバーをLCDユニットに取付ける。

注意′

●LCDユニット取付け時、インストルメント・

パネルにハーネスおよびアンテナ・フイーダが

かみ込まないように注意する。ハーネスおよび

アンテナ・フイーダがかみ込むと不具合の原因

になる。

●スイッチ部を押してLCDユニットを押し込む

と、スイッチ部に無理な力が加わり作動不良の

原因になる。取付け時はLCDユニットの両端

を押し、スイッチ部を押さないように注意す

．る。

3．「カチツ」と音がするまで、LCDユニットを

まっすぐ押し込む。

4.バッテリ（－）ケーブルを接続する。

ドア・スピーカ取外し／取付け
1.バッテリ（－）ケーブルを切離す。

2.ドア・トリムを取外す。（参照：セクションS，ト

リム、ドア・トリム取外し／取付け）

注意

・ドア・スピーカのコーン紙に手などが触れる

と、音質不良の原因になる。ドア・スピーカ

は、フレーム部を持って取扱う。

3.図に示す手順で取外す。

4.取外しと逆の手順で取付ける。

T一

′廻

1 スクリユ

2 ドア・スピーカ

蔭取付け時の留意点

3 コネクタ

ドア・スピーカ取付け時の留意点

・ドア・スピーカ端子（コネクタ部）を下に向けて

取付ける。

ドア・スピーカ点検
1.ドア・スピーカを取外す。（参照：ドア・スピーカ

取外し／取付け）

2.サーキット・テスタを使用して、抵抗値が下表の

ようになることを確認する。

○Ⅶ○：抵抗

測定条件
端子

A B

常時 ○一一剣 一一○R

R:0．5Q

圃

3.サーキット・テスタのリード棒をドア・スピーカ

端子に当てたり、離したりしたとき、スピーカか

ら音が出ることを確認する。

抵抗レンジ

X1Q

4.不具合がある場合は、ドア・スピーカを交換す

る。．
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ツイータ・スピーカ取外し／取付け
1.バッテリ（－）ケーブルを切離す。

2．ドア・トリムを取外す。（参照：セクションS，ト

リム、ドア・トリム取外し／取付け）

注意

●ツィータ・スピーカのコーン紙に手などが触れ

ると、音質不良の原因になる。ツィータ・ス

ピーカは、フレーム部を持って取扱う。

3.図に示す手順で取外す。

4.取外しと逆の手順で取付ける。

、

1 スクリュ

2 ツイータ・スピーカ

ツィータ・スピーカ点検
1.ツィータ・スピーカを取外す。（参照：ツィータ・

スピーカ取外し／取付け）

2.サーキット・テスタを使用して、抵抗値が下表の

ようになることを確認する。

○州○：抵抗

測定条件

常時

端子

A

○－－V

B

ルー一○R
■

R : 4 Q

匡国

3.サーキット・テスタのリード棒をツィータ・ス

ピーカ端子に当てたり、離したりしたとき、ス

ピーカから音が出ることを確認する。

抵抗レンジ

X1Q

4.不具合がある場合は、ツイータ・スピーカを交換

する。

マニュアル・アンテナ取外し／取付け
1.バッテリ（－）ケーブルを切離す。

2.トランク・サイド・トリム（助手席側）を取外

す。（参照：セクションS、トリム、トランク・サ

イド・トリム取外し／取付け）

3.図に示す手順で取外す。

4.取外しと逆の手順で取付ける。

N･m{kgfcm}

1 リヤ・アンテナ・フィーダ

2 マウンティング・ナット

壷取外し時の留意点

3 スペーサ

4 ナット

5 マニュアル・アンテナ

マウンティング・ナット取外し時の留意点

・スナップ・リング・プライヤを使用して、マウン

テイング・ナットを取外す。

スナップ・リ
プライャ

ング。

蔓

I

〃

マニュアル・アンテナ点検
1．トランク・サイド・トリム（助手席側）を取外

す。（参照：セクションS、トリム、トランク・サ

イド・トリム取外し／取付け）

2.リヤ･アンテナ・フイーダをマニュアル・アンテ

ナから切離す。

T－2ア
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3.サーキット・テスタを使用して、A端子とB端子
間に導通がないことを確認する。

4.サーキット・テスタを使用して、導通状態が下表
のようになることを確認する。

○一○：導通あり

測定条件
端子

A B C ，

常時
○一一

○-一一
一一○

一一○

5．不具合がある場合は、マニュアル・アンテナを交
換する。

パワー・アンテナ取外し／取付け
1．バッテリ（－）ケーブルを切離す。

2．トランク・サイド・トリム（助手席側)を取外
す。（参照：セクションS、トリム、トランク・サ
イド・トリム取外し／取付け）

3.図に示す手順で取外す。

4.取外しと逆の手順で取付ける。

ノ

kgfbcm}

1 リヤ・アンテナ・フイーダ

2 コネクタ

3 マウンテイング・ナット

露取外し時の留意点

4 スペーサ

5 ナット

6 パワー・アンテナ

マウンティング・ナット取外し時の留意点
●スナップ・リング・プライヤを使用して、マウン

ティング・ナットを取外す。

スナップ・リン
プライヤ

蔓

パワー・アンテナ分解／組付け
1.図に示す手順で分解する。

2.分解と逆の手順で組付ける。

①~I 鑿

1 ドレーン・ホース

2 スクリュ

3 ブラケット

4 ロッド

5 Oリング

6 パワー・アンテナ・モータ

I

パワー・アンテナ点検

1.トランク・サイド・トリム（助手席側）を取外
す。（参照：セクションS，トリム、トランク・サ
イド・トリム取外し／取付け）

2.パワー・アンテナからリヤ・アンテナ・フイーダ
を切離す。

3.サーキット・テスタを使用して、A端子とB端子
間に導通がないことを確認する。

4.サーキット・テスタを使用して、導通状態が下表
のようになることを確認する。

T-28
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○一○：導通あり

I

』

スナップ・リ
プライヤ

ング．

B

蔓
2.イグニッション・スイッチをACCの位置にす

る。

3.オーディオ・ユニットの電源を入れる。

4.AM/FMボタンを押してパワー・アンテナを作

動させ、アンテナ・マストを抜き取る。

5.パワー．アンテナ．コネクタを切離す。

6.パワー．アンテナの各端子にバッテリ電圧および

アースを接続したとき、パワー・アンテナの作動

状態が下表のようになることを確認する。

VB:バッテリ電圧

》 アンテナ・マスト取付け
1.イグニッション・スイッチをACCの位置にす

る。

2.オーディオ・ユニットの電源を入れる。

3．AM/FMボタンを押し、パワー・アンテナを作

動させる。

4.オーディオ・ユニットの電源を切る。（パワー・ア

ンテナ・モータは、アンテナ・マストを下降させ

る方向に作動し続ける。）

5.ラック先端部の曲がりをまっすぐにする。

6．図のようにアンテナ・マストをパワー・アンテナ

に挿入する。

I

M

車両後方

に今
ギ

》 、
／

一
「スイッチ回路 ■■■

ラック7.不具合がある場合は、必要な部品を交換する。

アンテナ・マスト取外し
7.マウンティング・ナットを締付ける。

注意

・パワー･アンテナを車両から外している状態で

アンテナ。マストを取外すと、アンテナ・マス

トやパワー・アンテナ・モータを損傷する恐れ

がある。アンテナ・マストの取外しは、パ

ワー・アンテナを車両に取付けた状態で行う。

締付けトルク

1.5～2.9N．m{15～釦kgf．cm}

GPSアンテナ取外し／取付け
1.バッテリ（一）ケーブルを切離す。

2.インストルメント・パネルを取外す。（参照：セク

ションS，インストルメント・パネルアンドコ

ンソール、インストルメント・パネル取外し／取

付け）

3.図に示す手順で取外す。

1.スナップ・リング・プライヤを使用して、マウン

テイング・ナットを取外す。

T-29１
１

測定条件
端子

A B C ，

常時
0－－

○一一

一－○
イ

端子

B ， H
ボデー。

アース

パワー・アン

テナの作動

V B
一 アース アース 下降

V B V B アース アース 上昇

米
一

米

H 米 ， B
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4.取外しと逆の手順で取付ける。
4．サーキット・テスタを使用して、導通状態が下表
のようになることを確認する。

○一○：導通あり

芝、

更
’
０
．
｜
ニ
ー
ロ
マ

Ｆ
１
■
■
Ｐ
■
、
句
ｆ
Ｐ

フロント・アンテナ・フィーダ取外し／取付
け

1.バッテリ（－）ケーブルを切離す。

2.オーディオ・ユニットまたはLCDユニットを取
外す。（参照：オーディオ・ユニット取外し）（参
照：オーディオ・ユニット取付け）（参照:LC
Dユニット取外し）（参照:LCDユニット取付
け）

3.フロント・アンテナ・フイーダとリヤ・アンテ
ナ・フィーダの接続部を切離す。

4.図に示す手順で取外す。

5.取外しと逆の手順で取付ける。

5．不具合がある場合は、フロント・アンテナ
フィーダを交換する。

〆
車両前方．

フロント・アンテナ・フィーダ点検
1.オーディオ・ユニットまたはLCDユニットを取
外す。（参照：オーディオ・ユニット取外し）（参
照：オーディオ・ユニット取付け）（参照:LC
Dユニット取外し）（参照:LCDユニット取付
け）

2.フロント・アンテナ・フイーダとリヤ・アンテ
ナ・フィーダの接続部を切離す。

3.サーキット・テスタを使用して、A端子とB端子
間に導通がないことを確認する。

T-SO

測定条件
端 子

A B C ，

常時
ト

0－－
一一○

一一○

1 クリップ

2 スクリユ

3 GPSアンテナ

1 クリップ

2 フロント・アンテナ・フィーダ
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リヤ・アンテナ・フィーダ取外し／取付け
1.バッテリ（－）ケーブルを切離す。

2.トランク・サイド・トリム（助手席側）を取外す。（参照：セクションS、トリム、トランク・サイド・トリム

取外し／取付け）

3.リヤ・アンテナ・フィーダをパワー・アンテナまたはマニュアル・アンテナから切離す。

4.リヤ・パッケージ・トリムを取外す。（参照：セクションS，トリム、リヤ・パッケージ・トリム取外し／取付

け）

5.フロア・マットを運転席側からめくる。（参照：セクションS、フロア・マット、フロア・マット取外し／取付

け）

6.フロント・アンテナ・フィーダとリヤ・アンテナ・フィーダの接続部を切離す。

7．図に示す手順で取外す。

8.取外しと逆の手順で取付ける。

く室＞

、
途
趣
潮
錫
／

I

暹 三島玉、

》I
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リヤ・アンテナ・フイーダ点検
1.フロント・アンテナ・フィーダとリヤ・アンテ

ナ・フィーダの接続部を切離す。

2．トランク・サイド・トリム（助手席側）を取外

す。（参照：セクションS，トリム、トランク・サ

イド・トリム取外し／取付け）

3.リヤ・アンテナ・フイーダをパワー・アンテナま

たはマニュアル・アンテナから切離す。

4.サーキット・テスタを使用して、A端子とB端子

間に導通がないことを確認する。

5.サーキット・テスタを使用して、導通状態が下表

のようになることを確認する。

○一○：導通あり

測定条件
端子

A B C ，

常時
○一一

○一一
一一○

－-○

6.不具合がある場合は、リヤ・アンテナ・フイーダ

を交換する。

オーディオ・アンプ取外し／取付け
1.バッテリ（－）ケーブルを切離す。

2.インストルメント・パネルを取外す。（参照：セク

ションS，インストルメント・パネルアンドコ

ンソール、インストルメント・パネル取外し／取

付け）

3.図に示す手順で取外す。

4.取外しと逆の手順で取付ける。

験蚕

③薑蕃謬≦
、

1 コネクタ

2 ナット

3 オーディオ・アンプ

オーディオ・リレー取外し／取付け

参考

・リレーのロック部が破損しやすい構造のため、

交換の必要がある場合以外は、ブラケットから

リレーを取外さない。取外す前に必ずオーディ

オ・リレー点検を行う。

1.バッテリ（－）ケーブルを切離す。

2.ロア・パネルを取外す。

3.ブラケットを取外す。

4.オーディオ・リレー・コネクタを切離す。

5.オーディオ・リレーの側面のロック部を（－）ド

ライバで軽くこじてブラケットから取外す。
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ブラ

リレー

稀 リレー・コネクタ

6.取外しと逆の手順で取付ける。

オーディオ・リレー点検
，､ブラケットを取外し、手前に引き出す。（参照：

オーディオ．リレー取外し／取付け）

2.オーディオ､リレー・コネクタを切離す。

3.サーキット．テスタを使用して、導通状態が下表

のようになることを確認する。

。－。：導通ありVB:バッテリ電圧

ステップ
端子

A B C ，

1 ○一一-－○

2 V B， アー ス ○一一一一○

， A

C B 園

4.表に示す通りに導通が確認できない場合は、オー

ディオ・リレーを交換する。

T

SRSエア・バッグ・システム

整備上の警告
エア・バッグ・モジュールの点検

・サーキット・テスタ等を使用して、エア・バッ

グ･モジュールの単体点検を行うと、テスタの電

流によりエア・バッグが作動（展開）し負傷する

恐れがある。エア・バッグ・モジュールの点検

は、必ず自己診断機能を用いて行う。

エア。バッグ・モジュールの取扱い

・未作動（未展開）のエア・バッグ・モジュールの

パッド面を内側に向けて持つと、エア・バッグが

不意に作動（展開）したとき負傷する恐れがあ

る。未作動（未展開）のエア・バッグ・モジュー

ルは、必ずパッド面を外側に向けて持つ。

V

・未作動（未展開）のエア・バッグ・モジュールの

パッド面を下に向けて置くと、エア・バッグが不

意に作動（展開）したとき負傷する恐れがある。

未作動（未展開）のエア・バッグ・モジュール

は、必ずパッド面を上に向けて置く。

－33
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SASユニットの取扱い

●イグニッション・スイッチをONの位置にした状
態で、SASユニットの取外し、またはSASJ

ニット・コネクタの切離しを行うと、SASJ

ニット内のセンサが作動して、エア・バッグが作
動（展開）し負傷する恐れがある。SASユニッ
トの取外し､およびSASユニット・コネクタの
切離しは、必ずイグニッシ.ヨン・スイッチをLO

CKの位置にしてバッテリ（－）ケーブルを切離
し、SASユニット内のバック・アップ電源に蓄
積しているエネルギが放出するまで1分以上待って
から行う。

●SASユニットにはセンサが内蔵されているた
め、衝突等によりエア･バッグが作動（展開）した
ときは、SASユニットに外傷、変形がないよう
に見えても内部故障等の不具合が発生している恐
れがある。SASユニットを再使用した場合、エ
ア･バッグが正常に作動（展開）せず重大事故を引
き起こす恐れがあるので必ず新品と交換する。S
ASユニットを単体で点検することはできない。

エア・バッグ・モジュールの再使用
・エア・バッグ・モジュールに外傷、変形がないよ
うに見えても内部故障等の不具合が発生している
恐れがある。未作動（未展開）のエア・バッグ．
モジュールを再使用するときは、事前に自己診断
機能を用いてエア・バッグ・モジュールに不具合
がないことを確認する。

エア・バッグ・ハーネスの修正

･エア・バッグ・ハーネスを修正すると、エア．
バッグが正常に作動（展開）しなくなる恐れがあ
る。エア・バッグ・ハーネスに不具合が認められ
た場合は、必ず新品のエア。バッグ･ハーネスと
交換する。

整備上の注意

SRSエア・バッグ・システムの構成部品の分解
●SRSエア・バッグ・システムの構成部品を分解
するともエア・バッグが正常に作動（展開）しな
くなる恐れがある。SRSエア・バッグ・システ
ムの構成部品は絶対に分解しない。

縄 灘

運転席側エア・バッグ・モジュール取外し／
取付け

警告

●エア・バッグ・モジュールを誤って取扱うと、
エア・バッグが不意に作動（展開）し負傷する
恐れがある。エア・バッグ・モジュールを取扱
う前には必ず「整備上の警告」と「整備上の注
意」を参照する。（参照：整備上の警告）（参
照：整備上の注意）

Ｉ
↑
‐
ド
ト
、
此
国
司

お’
舞

ノ

1.イグニッション・スイッチをLOCKの位置にす
る。

2.バッテリ（－）ケーブルを切離し、1分以上待
つ◎

3.図に示す手順で取外す。

4.取外しと逆の手順で取付ける。

5.イグニッション・スイッチをONの位置にしたと
き、エア・バッグ・システム9ワーニング・ライ
トが約6秒間点灯し、その後消灯することを確認
する。

エア・バッグ・モジュールの取扱い
●エア・バッグ・モジュールのコネクタ部にドライ
バ等を挿入すると、コネクタ部が損傷し、エア．
バッグが正常に作動（展開）しなくなる恐れがあ
る。エア・バッグ・モジュールのコネクタ部に
は、絶対に異物を挿入しない。

●エア・バッグ・モジュールにオイル、グリス、水
等を付着させると、エア・バッグが正常に作動
（展開）しなくなる恐れがある。エア・バッグ．

モジュールには、絶対にオイル、グリス、水等を
付着させない。

T-34
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SRSエア・バッグ・システム

6．エア・バッグ・システム・ワーニング・ライトが

正常に作動しない場合は、自己診断機能を用いて

システムを点検する。（参照：自己診断機能、SR

Sエア・バッグ・システム）

スタンダード・タイプ

コネクタ取付け時の留意点

・図に示すようにコネクタを取付け、

スをフックにかける。

車両側ハーネ

スタン

＝

フ

底 幸彦

ここ了
リ）

魅
スポーツ・タイプ

ボルト取付け時の留意点

・図に示す順番でボルトを締付ける。
スポーツ・タイプ

、
Ｉ
ｊ
Ｊ ） 7.9～11.7N｡m{80～120kgf･cm}

スタンダード・タイプ

〃
⑥仁

診 一 ②

や スポ
〃

③膠

猶

T-35

1 キャップ

2 ボルト

唾取付け時の留意点

3 コネクタ

壷取付け時の留意点

4 運転席側エア・バッグ・モジュール

1 ボルト

壷取付け時の留意点

2 コネクタ

査取付け時の留意点

3 運転席側エア・バッグ・モジュール



SRSエア・バッグ・システム

助手席側エア・バッグ・モジュール取外し／
取付け

コネクタ取付け時の留意点

・図に示すようにコネクタを取付ける。

警告

●エア・バッグ・モジュールを誤って取扱うと、
エア・バッグが不意に作動（展開）し負傷する

恐れがある。エア・バッグ・モジュールを取扱
う前には必ず「整備上の警告』と「整備上の注
意」を参照する。（参照：整備上の警告）（参
照：整備上の注意）

1.イグニッション・スイッチをLOCKの位置にす
る。

2.バッテリ（－）ケーブルを切離し、1分以上待
つ。

3.グローブ・ボックスを取外す。
4.図に示す手順で取外す。

5.取外しと逆の手順で取付ける。

6.イグニッション・スイッチをONの位置にしたと
き、エア・バッグ・システム・ワーニング・ライ
トが約6秒間点灯し、その後消灯することを確認
する。

7.エア・バッグ・システム・ワーニング・ライトが
正常に作動しない場合は、自己診断機能を用いて
システムを点検する。（参照：自己診断機能、SR
Sエア・バッグ・システム）

SASユニット取外し／取付け

警告

●SASユニットを誤って取扱うと、エア・バッ

グが不意に作動（展開）し負傷する恐れがあ

る。SASユニットを取扱う前には必ず「整備
上の警告」と「整備上の注意」を参照する。
（参照：整備上の警告）（参照：整備上の注

意）

ー'、
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1.イグニッション・スイッチをLOCKの位置にす
る。

2.バッテリ（－）ケーブルを切離し、1分以上待
つ。

3.インストルメント・パネルを取外す。（参照：セク
ションS、インストルメント・パネルアンド
コンソール、インストルメント・パネル取外し／
取付け）

4.図に示す手順で取外す。

5.取外しと逆の手順で取付ける。

6.イグニッション・スイッチを○Nの位置にしたと
き、エア・バッグ・システム・ワーニング・ライ
トが約6秒間点灯し、その後消灯することを確認
する。

7.エア・バッグ・システム・ワーニング・ライトが
正常に作動しない場合は、自己診断機能を用いて
システムを点検する。（参照：自己診断機能、SR
Sエア・バッグ・システム）
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1 コネクタ

蔭取付け時の留意点
2 ナット

3 ボルト

4 助手席側エア・バッグ・モジ可､－ル



グSRSエア・バツ・システム

クロック・スプリング調整
1.フロント・タイヤを直進状態にする。

の〃

注意

●クロック・スプリングの損傷を防ぐため、過度

の力を加えてクロック・スプリングを回転させ

ない。
ナット取付け時の留意点

・図に示す順番でナットを締付ける。 2.クロック・スプリングを時計回りに止まるまで回

転させる。

1
〆

金F一錘

クロック・スプリング取外し／取付け
1.バッテリ（一）ケーブルを切離す。

2.コラム・カバーを取外す。

3.運転席側エア・バッグ・モジュールを取外す。（参

照：運転席側エア・バッグ・モジュール取外し／

取付け）

4.ステアリング・ホイールを取外す。（参照：セク

ションN、エンジン回転数感応型パワー・ステア

リング、ステアリング・ホイールアンドコラム

取外し／取付け）

5.図に示す手順で取外す。

6.取外しと逆の手順で取付ける。

3.止まるまで回転させた状態から、反時計回りに

2.75回転戻す。

｝
、訂 4.合いマークを合わせる。

合いマーク
1.0～1

{10～1 こむ）
、

ク

ざ／乞髻亭

クロック・スプリング点検
1.クロック・スプリングを取外す。（参照：クロッ

ク・スプリング取外し／取付け）

2.サーキッ卜・テスタを使用して、導通状態が下表

のようになることを確認する。

T－37！
Ｉ

1 コネクタ

2 ナット

産取付け時の留意点

3 ブラケット

4 スクリュ

5 SASユニット

1 コネクタ

2 スクリ ユ

3 クロック・スプリング



SRSエア.パｯグ.ｼｽﾃﾑ

○一○：導通あり エア・バッグ・モジュールの作動（展開）方
法

車内での作動（展開）方法

参考

●SST(デプロイメント・ツール）の点検手順
は、備え付けの取扱説明書に従う。

1A'-(18)-引2D

遍
遍

亜 1.SST(デプロイメント・ツール）が正常に作動
するか点検する。

2.車両を屋外の安全な場所に移動させ、全てのドア
およびドア・ガラスを全閉にする。

3.イグニッション・スイッチをLOCKの位置にす
る。

4.バッテリ（－）ケーブルを切離し、1分以上待
つ。

3A/(3Bト-(4D

罰
.:ノ参考

・エア・バッグ・モジュールの誤作動（展開）を
防ぐため、クロック・スプリングの車両側コネ
クタを切離すと、1A端子と1B端子は短絡す
る。

運転席側エア・バッグ・モジュール

1.コラム・カバーを取外す。（参照：セクションS、
インストルメント・パネルアン臆コンソール、
コラム・カバー取外し／取付け）

2.クロック・スプリング・コネクタを切離す。
3.SST(ハーネス・アダプタ）をクロック・スプ

リングに接続する。
3．表に示す通りに導通が確認できない場合は、ク

ロック・スプリングを交換する。

エア・バッグ・モジュールの作動（展開）許
可操作

1.新品のSASユニットを取付けた後、イグニッ
ション・スイッチをONの位置にしたとき、エ
ア・バッグ・システム・ワーニング・ライトが約
6秒間点灯し、その後連続点滅することを確認す
る。

2.エア・バッグ・システム・ワーニング・ライトが
連続点滅せず、サービス・コードを出力している
場合は、自己診断機能を用いてシステムを点検す
る。（参照：自己診断機能、SRSエア・バッグ・
システム）

3.エア・バッグ・システム・ワーニング・ライトが
連続点滅している状態で、イグニッション・ス
イッチをLOCKの位置にする。

4.その後再びイグニッション・スイッチをONの位
置に戻したとき、エア・バッグ・システム・ワー
ニング・ライトが約6秒間点灯し、その後消灯す
ることを確認する。

5.エア・バッグ・システム・ワーニング・ライトが
消灯せず、連続点滅し続ける場合は、再度エア・
バッグ・モジュールの作動（展開）許可操作を行
う。

クロック・

スプリング
コネクタ 、

○ へ
！
‐
ノ
〆

汐
９
．
峠
，
ゞ
色

4.SST(デプロイメント・ツール）をSST
（ハーネス・アダプタ）に接続する。

06600

5.SST(デプロイメント・ツール）をバッテリに
接続する。（電源クリップの赤をバッテリ（＋）端
子に、黒をバッテリ（一）端子にそれぞれ接続す
る）

T-38
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SRSエア・バッグ・システム

6.SST(デプロイメント・ツール）の赤ランプが

点灯することを確認する。

7.車両から6m以内に人がいないことを確認する。

8.SST(デプロイメント・ツール）の作動スイッ

チを押して、運転席側エア・バッグ・モジュール

を作動（展開）させる。

車外での作動（展開）方法

参考

●SST(デプロイメント。ツール）の点検手順

は、備え付けの取扱説明書に従う。

1.SST(デプロイメント・ツール）が正常に作動

するか点検する。助手席側エア・バッグ・モジュール

1.グローブ・ボックスを取外す。（参照：セクション

S、インストルメント・パネルアンドコンソー

ル、グローブ・ボックス取外し／取付け）

2，助手席側エア・バッグ・モジュール・コネクタを

切離す。

3.SST(ハーネス・アダプタ）を助手席側エア・

バッグ・モジュールに接続する。

運転席側エア・バッグ・モジュール

1.運転席側エア・バッグ・モジュールを取外す。（参

照：運転席側エア・バッグ・モジュール取外し／

取付け）

2.スタンダード・タイプは、運転席側エア・バッ

グ・モジュールにボルトを取付ける。

， スタ

タイ

奇
ボルト

恥-誤零__lM

"ノ

Ⅲ面・川

一一一一一

運転席側エア・バッグ・モジュール

4.SST(デプロイメント6ツール）をSST

（ハーネス・アダプタ）に接続する。 警告

・エア・バッグ・モジュールをしっかりとホイー

ルに固定しないと、作動（展開）時の衝撃によ

りタイヤが倒れ、負傷する恐れがある。これを

防止するため、エア・バッグ・モジュールは

パッド面を上に向けた状態でしっかりとホイー

ルに固定する。

』聖■DI0I制・OIO

1．1，

。 ◎

3．運転席側エア6バッグ・モジュールを、パッド面

を上に向けた状態でホイールの上に置く。スタン

ダード・タイプは、自動車用のワイヤ．ハーネス

（断面積1.25mm2以上）をボルトとホイールに4

回巻きつけて結び、固定する。スポーツ．タイプ

は、自動車用のワイヤ・ハーネス（断面積1.25

mm2以上）をボルト取付け穴とホイールに4回通

して結び､･固定する。

四m 目肌、瓦

5.SST(デプロイメント・ツール）をバッテリに

接続する。（電源クリップの赤をバッテリ（＋）端

子に、黒をバッテリ（一）端子にそれぞれ接続す
る）

6.SST(デプロイメント．ツール）の赤ランプが

点灯することを確認する。

7.車両から6m以内に人がいないことを確認する。

8.SST(デプロイメント．ツール）の作動スイッ

チを押して、助手席側エア．バッグ．モジュール

を作動（展開）させる。
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スタン

運転

･タイプスポーツ・タイ

運転席側エア・
バッグ・モジュ

蓋蜜
一ネス

イヤ・

一ネス

4.運転席側エア・バッグ・モジュールにSST

（ハーネス・アダプタ）を接続する。

、O■■00

℃生

5.運転席側エア・バッグ・モジュールを固定したタ

イヤの上に3本以上ホイール無しタイヤを置き、

一番上にホイール付きのタイヤを置く。

T

ホイール無し
タイヤ

ホイール付きタイヤ

運転席側エア・バッグ・
モジュールを固定したタイヤ

6.自動車用のワイヤ・ハーネス（断面積1.25mm2以

上）でタイヤを固定する。

7.SST(デプロイメント・ツール）をSST

（ハーネス・アダプタ）に接続する。

囮呂脇師

幽一

0600

8.SST(デプロイメント．ツール）をバッテリに

接続する。（電源クリップの赤をバッテリ（＋）端

子に、黒をバッテリ（－）端子にそれぞれ接続す
る）

9.SST(デプロイメント．ツール）の赤ランプが
点灯することを確認する。

10.タイヤから6m以内に人がいないことを確認す
る。

-40



SRSエア・バッグ・システム

11.SST(デプロイメント・ツール）の作動スイッ

チを押して、エア・バッグ・モジュールを作動

（展開）させる。

助手席側エア・バッグ・モジュール

1.助手席側エア・バッグ・モジュールを取外す。（参

照：助手席側エア・バッグ･モジュール取外し／

取付け）

2.助手席側エア・バッグ・モジュールにボルトおよ

びナットを取付ける。
5.ホイール無しタイヤを2本重ねた上に助手席側エ

ア・バッグ・モジュールを固定したタイヤを置

く。助手席側エア・バッグ・モジュールを固定し

たタイヤの上に1本ホイール無しタイヤを置き、

一番上にホイール付きのタイヤを置く。
ナット

リ）
ー

ホイール付きタイヤ

彫

警告

・エア・バッグ・モジュールをしっかりとタイヤ

に固定しないと、作動（展開）時の衝撃により

タイヤが倒れ、負傷する恐れがある。これを防

止するため、エア・バッグ・モジュールはパッ

ド面をタイヤの中心に向けた状態でしっかりと

タイヤに固定する。

タイヤ

助手席側
エア・パッ
モジュール

定したタイ
3.自動車用のワイヤ・ハーネス（断面積1.25mm2以

上）をボルトおよびナットのまわりに4回巻きつ

ける。助手席側エア・バッグ・モジュールのパッ

ド面をタイヤの中心に向けた状態で、ボルトおよ

びナットに巻きつけたワイヤ・ハーネスにワイ

ヤ・ハーネスを通し、タイヤに4回巻きつけて固

定する。

）
１
Ｊ

6.自動車用のワイヤ・ハーネス（断面積1.25mm2以

上）でタイヤを固定する。

ワイヤ。

助
（

7.SST(デプロイメント・ツール）をSST

（ハーネス・アダプタ）に接続する。4.助手席側エア．バッグ・モジュールにSST

（ハーネス・アダプタ）を接続する。

T-41
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警告

・作動（展開）したエア・バッグ・モジュールに
は、人体に有害な薬物が付着している恐れがあ
る。作動（展開）したエア・バッグ・モジュー

ルを取扱うときは、保護めがね、および手袋を
着用し、作業終了後には必ず手を水洗いする。

肋066

均一

06600

1．作動（展開）したエア・バッグ・モジュールを取
外す。

8.SST(デプロイメント・ツール)をバッテリに
接続する。（電源クリップの赤をバヅテリ（＋）端
子に、黒をバッテリ（－）端子にそれぞれ接続す
る）

9.SST(デプロイメント・ツール）の赤ランプが
点灯することを確認する。

10.タイヤから6m以内に人がいないことを確認す
る。

11.SST(デプロイメント・ツール）の作動スイッ
チを押して、エア･バッグ・モジュールを作動
（展開）させる。

ビニール袋に入れて密封し廃棄する。2．

エア・バツ・モジュールのグ 廃棄

警告

●未作動（未展開）の状態でエア・バッグ．モ
ジュールを廃棄すると、エア・バッグが不意に
作動（展開）したとき負傷する恐れがある。エ
ア・バッグ・モジュールは、必ず『エア．バッ
グ・モジュールの作動（展開）方法」を参照し
て、作動（展開）させた状態で廃棄する。

警告

●作動（展開）直後のエア・バッグ・モジュール

は大変高温になっているため、触れると火傷す
る恐れがある。作動（展開）後15分以上放置
し、温度が下がるのを待って取扱う。

警告

・作動（展開）したエア・バッグ・モジュールに
水等がかかると、化学反応により人体に有害な
ガスが発生する恐れがある。作動（展開）した
エア・バッグ・モジュールには絶対に水等をか
けない。

１
１

T-42

I



）

）

’

自己診断機能

自己診断機能

SRSエアqバッグ・システム

●SASユニットには、自己診断機能が装備されている。自己診断機能は、SRSエア・バッグ・システムに故

障が生じた時、コンビネーション・メータ内のエア・バッグ・システム・ワーニング・ライトを点滅または点
灯させサービス・コードを表示する。サービス・コードを読み取ることにより、故障系統を絞り込める。

点検手順

点検開始

イグニッション・スイッチをONの位置にする｡．
エア・バッグ・システム・ワーニング・ライトが
点灯する。

q■■■■

Y e s

N◎

･ワーニング･ライトがINqエア・バッグ・システム・ワーニング・ライトが
点灯してから約6秒後に消灯する。

Y e s

エア・バッグ・システム・ワーニング・ライトは
消灯したまま。

Y e s

点検終了

サービス・コード一覧表

Na 出力パターン

1 農｣L
ON

2

箙F

3 患ⅢL
0N

6

慨F

ON

7

腓F

N◎

トラブルシューティングに従い点検をする。
露トラブルシューティング、SRSエア・バッグ・シス

テム

サービス・コード別点検に従い、小さい番号のサービス
コードから順に点検する。
画サービス・コード別点検

診断系統

SASユニット・コネクタ半嵌合

SASユニットの内部回路

SASユニットの電源供給回路系統

運転席側エア・バッグ・モジュール系統

助手席側エア・バッグ・モジュール系統

参考

・新品のSASユニットに交換した際、エア．バッグ．システム．ワーニング．ライトが連続点滅している

場合は、エア・バッグ・モジュールの作動（展開）許可操作を行う。（参照:SRSエア．バッグ．システ

ム、エア・バッグ・モジュールの作動（展開）許可操作）

T-43
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サービス・コード別点検

サービス・コード番号1 SASユニット・コネクタ半嵌合

検出条件 千欲首梗却ノ､－の端子間に導通カミないと雪

考えられる原因
●ごaごユニット・コネクタの接続不良

ｽﾃｯﾌ゚

1

● SASユニット・コネクタの不自

点検

警告

●SRSエア・バッグ・システムの構成部品

申

令

一

を誤って取扱うと、エア・バッグが不意に

作動（展開）し負傷する恐れがある。SR

Sエア・バッグ・システムの構成部品を取
巳 C

D

扱う前には必ず、『整備上の警告』と『整備

Yes 次のステップへ進む

｡

処置

p◆

上の注意」を参照する
D

B

"SRSエア．バッグ.システム、 整備上の警告

ﾛ琴SRSエア・バッグ・システム､整備上の注意

イグニッション ･スイッチをLOCKの位置に
No コネクタを確実に接続する

する ●

バッテリ（一）ケーブルを切離し、1分以上待つ

イシス．トルメント・パネルを取外す

露セクションS、 インストルメント・バネルア

ンドコンソール、インストルメント・パネル

取外し／取付け

SASユニット・コネクタカ轆実に接続されて
いるか

2
Yes SASユニットを交換するSASユニット・コネクタを切離す

SASユニット・コネクタは正常か "SRSエア・バッグ・システム、SASユニット取外
し／取付け

No エア・バッグ・ハーネスを本樋そ
■■

る

サービス・コード番号2 SASユニットの内部回路

検出条件 内帥凹踊の異濡を判足したとき

考えられる原因 ● ご A ご ユ ニ ニ ッ ト の 政 障

肌需

。△｡一ー己ツ1，と父俣~ず｡

"SRSエア・（､ソグ．システムRAQ司一､､，L酌“I／酌ﾑｰﾄ,÷
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サービス・コード番号3

■

SASユニットの電源供給回路系統

検出条件 ● AB端子とZ端子で検出される電圧値が9V以下のとき

考えられる原因

●
●

参考

● 長いクランキング等によりSASユニットに充分な電圧が供給できない場合、SAS

ユニットが正常であるにもかかわらず一時的にサービス・コード3が表示されること

がある。(METER15Aフユーズ～SASユニット・コネクタのAB端子間とENG

INE15Aフユーズ～SASユニット・コネクタのZ端子間の2系統のハーネスが同

時に電圧降下した場合）

バッテリの不良

電源供給ハーネスの不良

ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置

1 警告

● SRSエア・バッグ・システムの構成部品

を誤って取扱うと、エア・バッグが不意に

作動（展開）し負傷する恐れがある。SR

Sエア・バッグ・システムの構成部品を取

扱う前には必ず、『整備上の警告」と「整備

上の注意」を参照する。

"SRSエア・バッグ・システム、整備上の警告

"SRSエア・バッグ・システム、整備上の注意

バッテリの端子電圧を測定し､電圧が9V以下か

Yes

No

バッテリの不良

・充放電システムを点検する

次のステップへ進む

2 フューズ・ブロック・カバーを取外す

A/BIOAフューズを取外す

イグニッション・スイッチをONの位置にする

フユーズ・ブロックU端子の電圧が9V以下か

Yes

No

バッテリ～フューズ・ブロック間のハーネスを修正する

SASユニットを交換する

蔭 SRSエア・バッグ・システム

し／取付け

、 SASユニット取外

フューズ・ブロック

］

ヨ

O b

■■■■■■■■

ー

一■■■■■I■■■

■■■■■■■■

■■■■■■■■■

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■■■■■■■■■■

一
」

一
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サービス・コード番号6 運転席側エア・バッグ・モジュール系統

検出条件 SASユニットのM－O端子間において検出される抵抗が2Q以外の値となる

考えられる原因

●運転席側エア・バッグ・モジュールの不良

●
●
●

クロック・スプリングの不良

クロック・スプリング～SASユニット間のコネクタの不良
クロック・スプリング～SASユニット間のハーネスの断鎮主たは栴銘

ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置
1

壷

警告

● SRSエア・バッグ・システムの構成部品

を誤って取扱うと、負傷する恐れがある。

SRSエア・バッグ・システムの構成部品

を取扱う前には必ず、「整備上の警告」と

｢整備上の注意」を参照する。

SRSエア・バッグ・システム、整備上の警告

"SRSエア・バッグ・システム、整備上の注意

イグニッション・スイッチをLOCKの位置に

する

バッテリ（一）ケーブルを切離し、1分以上待つ

運転席側エア・バッグ・モジュールを取外す
唾 SRSエア・バッグ・システム、運転席側エ

ア・バッグ・モジュール取外し／取付け

クロック・スプリングのピンは正常か

Yes

No

次のステップへ進む

クロック・スプリングを交換する

2 SST(フユーエル＆サーモメータ．チェッ

力）のリード線をクロック・スプリングの3A

~3B端子間へ接続する

SST(フユーエル＆サーモメータ・チェッ

力）の抵抗値を2Qへセットする

バッテリ（一）ケーブルを接続する

イグニッション・スイッチをONの位置にした

とき、サービス・コード6が表示されるか

Yes

No

次のステップへ進む

運転席側エア・バッグ・モジュールを交換する
壷 SRSエア・バッグ・彰ステム、運転席側エア・バツ

グ・モジュール取外し／取付け

3 イグニッション・スイッチをLOCKの位置に
する

バッテリ（－）ケーブルを切離し、1分以上待つ

コラム・カバーを取外す

8霊セクションS、インストルメント・パネル

アンドコンソール、コラム・カバー取外し

／取付け

クロック・スプリング・コネクタを切離す

クロック・スプリング・コネクタのピンは正常

か

Yes

No

次のステップへ進む

エア・バッグ・ハーネスを交換する



自己診断機能

灘｝

リ

T－47
←

ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置

4 SST(フユーエル＆サーモメータ．チェッ

力）のリード線をクロック・スプリング・コネ

クタのA～B端子間へ接続する

SST(フユーエル＆サーモメータ・チェッ

力）の抵抗値を2Qへセットする

バッテリ（一）ケーブルを接続する

イグニッション・スイッチをONの位置にした

とき、サービス・コード6が表示されるか

Yes

No

次のステップへ進む

クロック・スプリングを交換する

5 イグニッション・スイッチをLOCKの位置に

する

バッテリ（一）ケーブルを切離し、1分以上待つ

インストルメント・パネルを取外す

露セクションS、インストルメント・パネル

アンドコンソール、インストルメント・（

ネル取外し／取付け

SASユニット・コネクタを切離す

SASユニット・コネクタのM端子からクロッ

ク・スプリング・コネクタのA端子間と、SA

Sユニット・コネクタのO端子からクロック

スプリング・コネクタのB端子間のハーネスを

以下の点について点検を行い正常か

● アースへのショート

・電源へのショート

● 断線

Yes

No

SASユニットを交換する

エア・バッグ・ハーネスを交換する

クロック・スプリングクロック・スプリング・コネクタSASユニット・コネクタ

’

’ ’

、

●の

｜ 、

● 申

－
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サービス・コード番号7 助手席側エア・バッグ・モジュール系統

検出条件 SASユニットの1－K端子間において検出される抵抗が2Q以外の値となる

●

考えられる原因

・助手席側エア・バッグ・モジュールの不良

・助手席側エア・バッグ・モジュール～SASユニット間のコネクタの不良

･助手席側エア・バッグ・モジュール～SASユニット間のハーネスの断線または短絡

ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置

1

唾
函

警告

● SRSエア・バッグ・システムの構成部品

を誤って取扱うと、負傷する恐れがある。

SRSエア・バッグ・システムの構成部品

を取扱う前には必ず、「整備上の警告」と

｢整備上の注意」を参照する。

SRSエア・バッグpシステム、整備上の警告

SRSエア・バッグ・システム、整備上の注意

イグニッション・スイッチをLOCKの位置に

する

バッテリ（－）ケーブルを切離し、1分以上待つ

グローブ・ボックスを取外す

庵セクションS、インストルメント・パネル

アンドコンソール、グローブ・ボックス取

外し／取付け

助手席側エア・バッグ・モジュール・コネクタ

を切離す

助手席側エア・バッグ・モジュール・コネクタ

のピンは正常か

Yes

No

次のステップへ進む

｡｡

エア・バッグ・ハーネスを交換する

2 SST(フユーエル＆サーモメータ．チェッ

カ）のリード線を助手席側エア・バッグ．モ

ジュール・コネクタのA～B端子間へ接続する

SST(フユーエル＆サーモメータ・チェッ

力）の抵抗値を2Qへセットする

バッテリ（－）ケーブルを接続する

イグニッション・スイッチをONの位置にした

とき、サービス・コード7が表示されるか

Yes

No

次のステップへ進む

00

助手席側エア・バッグ・モジュールを交換する

"SRSエア・バッグ・システム、助手席側エア．バツ

グ・モジュール取外し／取付け
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ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置
3 イグニッション・スイッチをLOCKの位置に

する

バッテリ（－）ケーブルを切離し、1分以上待つ

コラム・カバーを取外す

クロック・スプリング・コネクタを切離す

インストルメント・パネルを取外す

蔭セクションS、インストルメント・パネル

アンドコンソール、インストルメシト･パ

ネル取外し／取付け

SASユニット・コネクタを切離す

SASユニット･コネクタのI端子から助手席

側エア・バッグ・モジュール・コネクタのA端

子間と、SASユニット・コネクタのK端子か

ら助手席側エア・バッグ・モジュール・コネク

タのB端子間のハーネスを以下の点について点

検を行い正常か

● アースへのショート

・電源へのショート

● 断線

Yes

No

SASユニットを交換する

エア・バッグ・ハーネスを交換する

助手席側エア・バッグ．
モジュール・コネクタ

● －－
』

、

SASユニット・コネクタ

、－．－
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ﾄラブルシューティング

トラブルシューティング

カー・ナビゲーション・システム
始めに

･セクションGIを参照して、トラブルシューテイングの基本的な進め方を確認する。
・トラブルシューティングは、不具合現象一覧表で現象No．を確認後、不具合現象別故障診断に進む。
o*のあるステップは、まず、点検するコネクタおよび端子の接続状態、損傷状態を確認後、ワイヤ・ハーネス
を揺すりながら点検する。（コネクタ、端子またはワイヤ・ハーネスの接触不良による不具合が考えられるた
め。）コネクタまたは端子に不具合のある場合は、確実に接続する、または修正、交換を行う。

不具合現象一覧表

不具合現象別故障診断

T-50

、

NQ 不 具 合 現 象

1 皐阿後退時、刀一・マークか前進する

2 早阿疋竹甲でも･1.Vか映る

3 1 v七一ド時、ハーキンク・ブレーキ・レバーを引いてもTVが映らない

4 アヒ･七一 ト時、カー・マークが飛ぶ(スピード・メータの作動は箙営）

5
ヘッド・フイト・スイッチをONにしても夜画面に切り替わらない(フロント・コンビネーション・ライト、
リヤ・コンビネーション・ライトの作動は正常）

6 1 vの首戸、映偲共に作動しない

7 ~1~vの首戸か出葱い、または音声が小さい(他のモードでは箙常）

8 1~Vの映偲か出ない

9 Ivの吠塚にノイスか出る

10 1~vの首戸にノイスか出る

11 、

■ .l.VEUN/Or'r'するとノイズが出る

1 畢画震狸時、刀一・マークか副涯する

言え〃

①LCDユニットのシフト

●
●

●

･ポジション(MT車：バック、AT車:Rレンジ)信号系統不具合
LCDユニットの不具合

LCDユニット～バック・アップ・ライト・スイッチ(MT車)、インヒビタ・スイッチ(AT車）間のワイヤ・ハー●

ネスの不具合

バック・アップ・ライト・スイッチ(MT車).インレF々 ・スイ､ソチ.(AT宙】〃､木目全

ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置
1 車両後退時、バック・アップ・ライトが点灯す｡

るか

Yes

No

次のステップに進む

バック・アップ・ライト回路を修珊麦、ステップ3に進む
2＊

LCDユニット・コネクタ(8極)を切離す

イグニッション・スイッチをONの位置にする
(MT車）

シフト・レバーをバックに入れる

(AT車）

セレクタ・レバーをRレンジにシフトする

以下のLCDユニット(8極、ハーネス側)端子

電圧を点検する

シフト・ポジション(MT車：バック、AT車：

Rレンジ)信号(1C端子）

端子電圧は9V以上であるか

Yes

No

LCDユニットを交換(SS店にて修理または代品入
手）後、次のステップに進む

LCDユニット(8極、1C端子)～バック・アップ． ラ

イト・スイッチ(MT車)、インヒビタ・スイッチ(A
T車）間のワイヤ・ハーネスを点検後、次のステップに
進む

3 カー・マークが実際に走行中の道路と一致する
か

Yes

No

トラブルシューティング終了

不具合現象を再確認後、再発する場合は、ステップlに
戻る
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2 車両走行中でもTVが映る

考え万

①LCDユニットのパーキング・ブレーキ信号系統不具合
●パーキング・ブレーキ・スイッチの不具合

●
●

LCDユニットの不具合

LCDユニット～パーキング・ブレーキ・スイッチ、コンビネーション・メータ間のワイヤ・ハーネスの不旦会

ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置

1 パーキング・ブレーキ・スイッチの点検を行う

正常か

Yes

No

次のステップに進む

パーキング・ブレーキ・スイッチを交換後、ステップ3

に進む

2＊
LCDユニット・コネクタ(8極)、パーキン

グ・ブレーキ・スイッチ・コネクタを切離す

LCDユニット(8極、1I)端子～バーキン

グ・ブレーキ・スイッチ、コンビネーション．

メータ間のワイヤ・ハーネスにGNDショート

があるか

Yes

No

LCDユニット～パーキング・ブレーキ・スイッチ、．

ンビネーション‘メータ間のワイヤ・ハーネスを修正

後、次のステップに進む

LCDユニットを交換(SS店にて修理または代品入

手）後、次のステップに進む

3 車両走行中は、TVが映らないか Yes

No

トラブルシューティング終了

不具合現象を再確認後、再発する場合は、ステップ1に

戻る

3 TVモード時、パーキング・ブレーキ・レバーを引いてもTVが映らない

考え方

①LCDユニットのパーキング．ブレーキ信号系統不具合

●パーキング・ブレーキ・スイッチの不具合

●
●

LCDユニットの不具合

LCDユニット～パーキング・ブレーキ・スイッチ間のワイヤ・ハーネスの不具合

ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置

1 パーキング・ブレーキ・スイッチの点検を行う

正常か

Yes

No

次のステップに進む

パーキング・ブレーキ・スイッチを交換後、ステップ3

に進む

2＊
LCDユニット・コネクタ(8極)、パーキン

グ・ブレーキ・スイッチ・コネクタを切離す

LCDユニット(8極、11)～パーキング6ブ

レーキ・スイッチ間のワイヤ・ハーネスに導通

があるか

Yes

No

LCDユニットを交換(SS店にて修理または代品入

手）後、次のステップに進む

LCDユニット～パーキング・ブレーキ・スイッチ、．

ンビネーション・メータ間のワイヤ・ハーネスを修正

後、次のステップに進む

3 TVモード時、パーキング・ブレーキ・レバー

を引くと'TVが映るか

Yes

No

トラブルシューティング終了

不具合現象を再確認後、再発する場合は、ステップ1に

戻る
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4 グー し『興汀、グ餌 で シ〃･不心､(ハニート･メータのfF堕川工1t雷1
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①LCDユニットの車速信号系統不具合

●
●
●

LCDユニットの不具合

コンビネーション・メータの不具合

LCDユニット～コンビネーション．メータ間のワイヤ 、ノ、－柔冤〃､末日_今

ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置
1＊ LCDユニット・コネクタ(8極)を切離す

車両をジャッキ・アップし低速走行する

以下のLCDユニット(8極)端子電圧を点検す
る

・車速信号(1J端子）

端子電圧は約2.5V(平均値）あるか

参考
● 車速信号は、約0V～約5Vの繰り返しの

パルスとなっています

Yes

No

LCDユニットを交換(SS店にて修理または代品入

手）後、ステップ4に進む

沢のステップに進む

2＊

コンビネーション・メータ・コネクタ(20極)を
切離す

以下のLCDユニット(8極)～コンビネーショ

ン・メータ(20極)間のワイヤ・ハーネスに導通
があるか

● LCDユニット(1J端子)～コンビネーショ
ン・メータ

Yes

No

次のステップに進む

LCDユニット～コンビネーション・メータ間のワイ

ヤ・ハーネスを修正後、ステップ4に進む

3 以下のLCDユニツﾄ(8極)～コンビネーショ

ン．メータ(20極)間のワイヤ・ハーネスに
ショートがあるか

● LCDユニット(1J端子)～コンビネーショ
ン・メータ

Yes

No

LCDユニット～コンビネーション・メータ間のワイ

ヤ・ハーネスを修正後、次のステップに進む

コンビネーション・メータを交換後、次のステップに進
む

4
I
カー。 マークの作動が正常になったか Yes

No

トラブルシューティング終了

不具合現象を再確認後、再発する場合は、ステップlに
戻る

5

‐"’シ1，‐ハー,ソ〃煙り0WししLb恢凶回に切り音わらない(フロント・コンビネーション・ライト、リヤ
コンビネーション・ライトの作動は正常）

ヨグーグゴ

①LCDユニッ

●
●

ﾄのTNS(+)信号系統不具合

LCDユニットの不具合
？ ●

LCDユニット～TNSリレー間のワイヤ・ハー永叉の木目今

ｽﾃｯﾌ゚ 点検
処置

1＊ ヘッド・ライト・スイッチをONにする

以下のLCDユニット(12極)端子電圧を点検す
る

● TNS(+)信号(2E端子）

端子電圧は10V以上あるか

Yes

No

LCDユニットを交換(SS店にて修理または代品入
手）後、次のステップに進む

LCDユニット～TNSリレー間のワイヤ・ハーネスを
修正後、次のステップに進む

2 ヘッド・ライト・スイッチをON時、夜画面に
切り替わるか

Yes

No

トラブルシューティング終了

不具合現象を再確認後、再発する場合は、ステップ1に
戻る
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6 TVの音声、映像共に作動しない

考え方
■＄

TVチューナのパワーGND、ACC、+B，LCDユニット通信(+)、LCDユニット通信（－）系統不具合

●
●

LCDユニット又はTVチューナの不具合(交換前に部品メーカのSS店と相談する）

LCDユニット～TVチューナ間のワイヤ・ハーネスの不具合

ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置

1＊ LCDユニット・コネクタ(16極)、TVチユー

ナ・コネクタ(20極)を切離す

以下のLCDユニット(16極)～TVチューナ

(20極)間のワイヤ・ハーネスに導通があるか

●

●

●

●

●

LCDユニット(3G端子)～TVチューナ

(1T端子）

LCDユニット(3H端子)～TVチューナ

(1Q端子）

LCDユニット(3K端子)～TVチューナ

(1S端子）

LCDユニット(3M端子)～TVチューナ

(1A端子）

LCDユニット(3N端子)～TVチューナ

(1B端子）

･Yes

No

次のステップに進む

LCDユニット～TVチューナ間のワイヤ・ハーネスを

修正後、ステップ3に進む

2 以下のLCDユニット(16極)～TVチューナ

(20極)間のワイヤ・ハーネスにショートがある

か

●

●

.●

●

●

LCDユニット(3G端子)～TVチューナ

(1T端子）

LCDユニット(3H端子)～TVチューナ

(1Q端子）

LCDユニット(3K端子)～TVチューナ

(1S端子）

LCDユニット(3M端子)～TVチューナ

(1A端子）

LCDユニット(3N端子)～TVチューナ

(1B端子）

Yes

No

LCDユニット～TVチューナ間のワイヤ・ハーネスを

修正後、次のステップに進む

部品メーカのSS店へ相談する

3 TVが正常に作動するか Yes

No

トラブルシューティング終了

不具合現象を再確認後、再発する場合は、ステップ1に

戻る

7 TVの音声が出ない、または音声が小さい(他のモードでは正常）

考え方
b e

●け

①LCDユニットの音声出力RH、音声出力LH、音声入力RH、音声入力LH、システム・ミュート信号系統不具合

●
●

LCDユニットまたはTVチューナの不具合(交換前に部品メーカのSS店と相談する）

LCDユニット～TVチューナ間のワイヤ・ハーネスの不具合

ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置

1 不具合現象No.6の症状が出ているか Yes

No

不具合現象No．6の故障診断を行う

次のステップに進む
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ｽﾃｯﾌ゚ 点検
処置
■ －

■

2＊

LCDユニット・コネクタ(16極)、TVチュー
●

ナ・コネクタ(20極)を切離す

以下のLCDユニット(16極)～TVチューナ

(20極)間のワイヤ・ハーネスに導通があるか
●

●

●

●

LCDユニット(3A端子)～TVチューナ
(11端子）

LCDユニット(3B端子)～TVチューナ
(1J端子） 今

LCDユニット(3C端子)～TVチューナ
■

(1K端子）

LCDユニット(3D端子)～TVチューナ
(1L端子）

Yes

No

Ⅸのステップに進む
｡①

■ も

3＊

以卜のLCDユニット(16極)～TVチューナ

(20極)間のワイヤ・ハーネスの電源(ACC，
+B)ハーネスとのショートがあるか
● LCDユニット(3L端子)～TVチューナ
(1G端子）

Yes

No

1－』U、ユニツ トーTVチューナ間のワイヤ・ハーネスを
修正後、ステップ5に進む

つ

Ⅸ の ス テ ッ プ に 進 む

Yes
ししuユニット～TVチューナ間のワイヤ・ハーネスを
修正後、次のステップに進む

No 鄙餉メーカのSS店へ相談する

5 .1.Vの首戸は正常か Yes

No

l､フフルツユーテイング終了

ｲ､具合現象を得確認後、再発する場合は、ステップ1に
戻る

8
ー一－一一一一一一一

①LCDユニットの映像入力、
●
●

LCDユニツ

映像出力、 ビデオGND信号系統不具合
卜またはTVチューナの不具合(交換前に部品メーカのS■

LCDユニット～TVチューナ間のワイヤ． ﾉ、－受ラハ表白へ

S店と相談する）

ｽﾃｯﾌ゚ 点検
処置

1＊
L‘しUユニット・コネクタ(16極)、TVチュー

ナ・コネクタ(20極)を切離す

以下のLCDユニット(16極)～TVチューナ

(20極)間のワイヤ・ハーネスに導通があるか
●

●

LCDユニット(30端子)～TVチューナ
(1M端子）

LCDユニット(3P端子)～TVチューナ
(1N端子）

Yes

No

鋲の入アップに逗む

ししLﾉニエニッ

修正後、
トーTVチューナ間のワイヤ・ハーネスを

ステップ3に進む
Q O
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ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置
2 以下のLCDユニット(16極)～TVチューナ

(20極)間のワイヤ・ハーネスにショートがある

か

●

●

LCDユニット(30端子)～TVチューナ

(1M端子）

LCDユニット(3P端子)～TVチューナ

(1N端子）

Yes

No

LCDユニット～TVチューナ間のワイヤ・ハーネスを

修正後、次のステップに進む

部品メーカのSS店へ相談する

q ■

3 TVの映像は正常か Yes

No

トラブルシューティング終了

不具合現象を再確認後、再発する場合は、ステップlに

戻る

9 TVの映像にノイズが出る

考え方

①LCDユニットの映像入力、映像出力、ビデオGND、パワーGND信号系統不具合
●
●

LCDユニットまたはTVチューナの不具合(交換前に部品メーカのSS店と相談する）

LCDユニット～TVチューナ間のワイヤ・ハーネスの不具合

ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置

1 LCDユニット・コネクタ(16極)、TVチユー

ナ・コネクタ(20極)を切離す

以下のLCDユニット(16極)～TVチューナ

(20極)間のワイヤ・ハーネスに導通があるか

●

●

●

LCDユニット(30端子)～TVチューナ

(1M端子）

LCDユニット(3P端子)～TVチューナ

(1N端子）

LCDユニット(3G端子)～TVチューナ

(1T端子）

Yes

No

次のステップに進む

ﾄ

LCDユニット～TVチューナ間のワイヤ・ハーネスを

修正後、次のステップに進む

2 以下のLCDユニット(16極)～TVチューナ

(20極)間のワイヤ・ハーネスにショートがある

か

●

●

●

LCDユニット(30端子)～TVチューナ

(1M端子）

LCDユニット(3P端子)～TVチューナ

(1N端子）

LCDユニット(3G端子)～TVチューナ

(1T端子）

Yes

No

LCDユニット～TVチューナ間のワイヤ・ハーネスを

修正後、次のステップに進む

部品メーカのSS店へ相談する

3 ノイズが消えたか Yes

No

トラブルシューティング終了

不具合現象を再確認後、再発する場合は、ステップlに

戻る
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蓄え万

①LCDユニットのシグナルGND信号系統不具合

●
●

LCDユニットまたはTVチューナの不具合(交換前に部品メーカのSS店と相談する）
LCDユニット～TVチューナ間のワイヤ・ハーネスの不具合

ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置
1＊ LCDユニット・コネクタ(16極)、TVチユー

ナ．コネクタ(20極)を切離す

以下のLCDユニット(16極)～TVチューナ

(20極)間のワイヤ・ハーネスに導通があるか
● LCDユニット(3F端子)～TVチューナ

(1H端子）

Yes

No

次のステップに進む

LCDユニット～TVチューナ間のワイヤ・ハーネス参

修正後、ステップ3に進む

2 ノイズが消えたか Yes

No

トラブルシューティング終了

不具合現象を再確認後、再発する場合は、ステップ1に

戻る

11 IvEUN/urrWつこノイスか出る

壱 禿 刀 ．

①LCDユニットのシステム．

●
●

ミユート信号系統不具合

LCDユニットまたはTVチューナの不具合(交換前に部品メーカのSS店と相談する）争

LCDユニット～TVチューナ間のワイヤ・ハーネスの不具合

ｽﾃｯﾌ゚
◆令 点検 処置

1＊

●

LCDユニット・コネクタ(16極)、TVチユー

ナ．コネクタ(20極)を切離す

以下のLCDユニット(16極)～TVチューナ

(20極)間のワイヤ・ハーネスに導通があるか
● LCDユニット(3L端子)～TVチューナ

(1G端子）
g o

Yes

No

次のステップに進む

LCDユニット～TVチューナ間のワイヤ・ハーネスを

修正後、ステップ3に進む

■■

2 以下のLCDユニット(16極)～TVチューナ

(20極)間のワイヤ・ハーネスにGNDショート
があるか

● LCDユニット(3L端子)～TVチューナ

(1G端子）

Yes

NO

LCDユニット~TVチュf-ナ間のワイヤ・ハーネスを

修正後、次のステップに進む

部品メーカのSS店へ相談する

3 TVをON/OFF時のノイズが消えたか Yes

No

トラブルシューティング終了

不具合現象を再確認後、再発する場合は、ステップlに

戻る
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SRSエア。バッグ･システム
はじめに

。「トラブルシューティング｣に取り掛かる前にセクションGIを参照して、基本的な進め方を確認する。
。＊印のある点検項目はワイヤ・ハーネスの接触不良による不具合が考えられるため、点検するときはワイヤ

ハーネスを揺すりながら行う。

不具合現象一覧表

不具合現象別故障診断

参考

・不具合現象別トラブルシューティング・フローに沿って処置しても不具合が解消されない場合は、以下の
原因が考えられる。

⑳

1.コンビネーション・メータ～SASユニット間のショート・コネクタ(6極)D端子の接触不良

2.A/B10Aフユーズ～SASユニット間、ENGINE15Aフユーズ～SASユニット間のショート・コネ
クタ（6極)A、F端子が同時に接触不良

3.SASユニット・コネクタ(21極）のS、X端子が同時に接触不良

4.SASユニット・コネクタ(21極）のAB，Z端子が同時に接触不良

5.SASユニット・コネクタ(21極）のS端子～アース間、X端子～アース間のワイヤ・ハーネスが同時に接触
不良

6.A/BIOAフユーズ～SASユニット間、ENGINE15Aフユーズ～SASユニット間のワイヤ・ハーネ
スが同時に接触不良
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伽 不具合現象

1 イグニッション・スイッチをONの位置にしてもエア・バッグ・システム・ワーニング．ライトが点灯しない
2 イグニッション・スイッチをONの位置にした直後にエア・バッグ・システム・ワーニング・ライトが点灯し

つづける
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SASユニットの電源供給およびアース回路の不具合が考えられる
①イグニッション． スイッチ～エア・バッグ・システム
②エア･バッグ・システム

③エア・バッグ・システム

ワーニング．
ワーニング・ライト間のワイヤ・ハーネスの断線または短絡

ライト～SASユニット間のワイヤ・ハーネスの断鵜
ワーニング・ライト．パルプ不貞

ｽﾃｯﾌ゚ 点検
処置

1 コンビネーション・メータ・コネクタ(10極、
16極）が確実に接続されているか

Yes

No

灰のステップへ進む

確実に稜畷した後、ステップ8へ進む
2 エア・バッグ・システム・ワーニング・ライ

ト・バルブカ瀧実に取付けられているか
Yes

No

灰のステップへ進む

確実に取付けた後、ステップ8へ進む
3 エア・バッグ・システム

ト・バルブは正常か

ワーニング・ライ Yes

No

ハルフを取付けた後、次のステップへ進む

ハルフを交換した後、ステップ8へ進む
4 以下のコンビネーション･メータ･コネクタ端子

を目視点検する

●
●

lC端子(16極、イグニッション・スイッチ）
3D端子(10極、SASユニット）

端子部に口開き、曲り、または抜けがあるか

Yes

No

不具合のあるワイヤ・ハーネスを交換した後、ステップ
8へ進む

●

沢のステップへ進む

5 コンビネーション・メータ裏のプリント・プ
、

レート1C端子と3D端子間に導通があるか
Yes

No

沢のステップへ進む

プリント・プレートを交換した後．ステ､ソプ8へ准ｫ§
6 イグニッション・スイッチをLOCKの位置に

する

バッテリ (一）ケーブルを切離し、1分以上待つ
インストルメント ･パネルを取外す

庵セクションS、インストルメント・パネル

アンドコンソール、インストルメント・（
ネル取外し／取付け

SASユニット・コネクタ(21極）のQ端子部
に口開き、曲り、または抜けがあるか

Yes

No

小具合のあるワイヤ・ハーネスを交換した後､ステップ
:8へ進む

沢のステツブヘ進む

7＊
5ASユニット・コネクタ(21極）を切離す

SASユニット・コネクタQ端子とコンビネー
シヨン・メータ・コネクタ3D端子間に導通は
あるか

｡

Yes

No

SASユニットを交換した後、次のステップへ進む

ｲ､具合のあるワイヤ・ハーネスを交換した後、次のス
テツプヘ進む

8 ハツテリ（－）ケーブルを接続する

イグニッション スイッチをONの位置にした

後、エア・バッグ・システム・ワーニング．
イトが正常に作動するか

タロ

ラ

Yes

No

トラブルシューティング終了

ｲ､具合現象を再確認する
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I

2 イグニッション・スイッチをONの位置にした直後にエア・バッグ・システム・ワーニング・ライトが点灯しつづ
ける

句 ｡

考え方

エア．バッグ．システム．ワーニング・ライトからSASユニット間の短絡が考えられる

ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置

1 イグニッション・スイッチをLOCKの位置に

する

バッテリ（－）ケーブルを切離し、1分以上待つ

クロック・スプリング・コネクタを切離す

助手席側エア・バッグ・モジュール・コネクタ

を切離す

インストルメント・パネルを取外す

蔭セクションS、インストルメント・パネル

アンドコンソール、インストルメント・（

ネル取外し／取付け

SASユニット・コネクタ(21極）が確実に接

続されているか

Yes

No

次のステップへ進む

コネクタを確実に接続した後、ステップ5へ進む

2 SASユニット・コネクタ(21極）を切離す

Q，s端子間のショート・バーに曲がりがあるか

Yes

No

不具合のあるワイヤ・ハーネスを交換した後、ステップ

5へ進む

次のステップへ進む

3 SASユニットのショート・バーを動かす爪は

正常か

Yes

No

次のステップへ進む

SASユニットを交換した後、ステップ5へ進む

"SRSエア・バッグ・システム、SASユニット取外

し／取付け

4＊ SASユニット・コネクタ(21極）のQ、S端

子間に絶縁物を挿入し、ショート・パーカ鋤か

ない状態にする

Q端子とアース間に導通があるか

Yes

No

不具合のあるワイヤ・ハーネスを交換した後、次のス

テップヘ進む

SASユニットを交換した後、次のステップへ進む

蔭 SRSエア・バッグ･システム、SASユニット取外

し／取付け

5 バッテリ（一）ケーブルを接続する

イグニッション・スイッチをONの位置にした

後、エア・バッグ・システム・ワーニング．

イトが正常に作動するか

ラ

Yes

No

トラブルシューティング終了

不具合現象を再確認する


